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学校ビジョン 

 
 

  新世生よ、人生のプロデューサーたれ！ 

   「自分にできることは何か？」 

             と意識高く問いかけ、 

   若さと強い精神力で、困難に立ち向かい、 

   「なりたい自分」をしっかりと見すえて努力し、 

   場をわきまえ、 

        相手を重んじた言動で心深く通じ合い、 

   人生を自らの手で仲間とともに切り拓け。 

   我が国に脈々と流れる 

        「誠実・勤勉・思いやりの心」を受け継ぎ、 

   地域に根ざして活躍することに 

             静かな誇りを持って。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

生徒行動指針 

 
 

 ・笑顔で明るく、大きな声で挨拶をしよう 

 

 ・失敗を恐れず、自ら進んで行動しよう 

 

 ・自分の意見を持ち、相手に伝えることができるようになろう 

 

 ・自分たちの力で企画・運営していく実行力を身につけよう 

 

 ・いろいろなことにチャレンジし、自分の夢や道を拓こう 
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１ 巻頭言 「大海原へ漕ぎ出す君たちに」 

校長 井上淳郎 

 

その昔、船の航海は危険がつきものであった。世界そのものがよくわからなかった時

代であり、描かれた地図も現在のものとは比べ物にならないものであった。海は魔物が

住み、その果てには滝つぼがあり、はまれば二度と戻ることはないと信じられていた。

このため、船は陸地が目視で確認できる沿岸沿いしか、航海できず、位置や進む方向も

星の観測で確認していたため、荒天のときには、自船の位置を知ることができなかった。

中国で古くから地相占いに使われてきた羅盤がルーツになり、羅盤に磁針を取り付けた

羅針盤が登場した。ヨーロッパには、15 世紀ごろ、磁石の性質を利用した羅針盤が発明

され、これを利用することで、遠洋航海が可能になり、所謂、大航海時代の幕開けとな

った。 

 シラバスはこの羅針盤に似ている。君たちが受ける授業の指南書であり、使う教材や、

選ぶ視点や目的、対応する進路先や授業の概要がまとめられ、授業を受ければ、どのよ

うな知識や能力が身につくのか、評価の方法まで記している。これを読み込むことは、

時間割づくりの情報源だけでなく、自らが進む方向を検討、判断する、良きパートナー

となる。そこには、オリジナルの航海ルートが見えてくる。 

 現代は、少子高齢化や人口減少などにより社会構造が大きく変化している。また、Ｓ

ＮＳやネットには「情報」が溢れている。こうした社会構造の変化や膨大な情報、多様

な価値観という大海原で私たちは生き抜かねばならない。自らの持続性や可能性を確保

しながら、学習の基盤となる資質・能力や、現代的な諸課題に対応して求められる資質・

能力を身につけることが急務であり、課題である。本校の１１３種の授業はそれを実現

する手段であり、それぞれの進路を力強く導く指標である。シラバスを活用し、先生方

を信じて、しっかり授業を受けてほしい。主体的に学び、判断・表現する機会にしてほ

しいと心から望んでやまない。 

 最後に、この本の完成に向けてご尽力いただいた先生方及び各位に対し、心からお礼

申し上げます。ありがとうございました。

 

 



2 

２ シラバスの活用の仕方 

 

 本校は、自分の進路を真剣に考え、自らの手で人生を切り拓く力を持った人間を育てる総合学科高

校です。そこで、自分の目標とする進路を実現するために、学ぶ科目を選択しなければなりません。

このシラバスは、皆さんが科目を選択するにあたっての羅針盤ともいうべき大切な冊子ですから、常

に手元に置いてボロボロになるまで読み返し、悔いのない高校生活を送ってください。 

 また、このシラバスは、選択の指針ばかりでなく、以下の内容も記載していますので、あわせて参

考にしてください。 
 

  「学習のアドバイス」…学ぶに際し、興味を深め効果的な学習を行うために心がけ 

             ることや勉強法をアドバイスしています。 

 

  「項目別到達目標」……「基礎」は、就職・進学いずれの進路にしろ、必ず習得す 

             べき必要最低限の到達目標を示しています。「応用」は、進 

                        学、特に４年制大学希望者にとって受験に必要な到達目標を 

            示しています。 

 

  「身につける力」………本科目を学ぶことで身につけることができる学力・社会性 

                        及び資格取得を具体的に示しています。 

 

  「履修条件」……………「必履修」は、卒業するために必ず履修しなければならな 

                        い科目です。「選択必履修」は、指定された科目の中から  

                          科目選択して必ず履修しなければならない科目です。「選 

                          択履修」は、進路希望に応じて自由に選択できる科目です。 

 

 本校では、１年次に「産業社会と人間」という社会や職業に関する知識を養う科目を学びます。自

分の進路や職業を考える基礎知識を習得するとともに、職業観や人生観を磨き、真剣に自分の将来を

考える態度を養う大切な教科です。ここで学んだり体験したりしたことを踏まえて、シラバスを活用

し、２・３年次の科目を選ぶことになります。２年次に進む際にまだ自分の進路を決めかねている生

徒や、３年次に進む際に進路目標が変わった生徒でも本校では柔軟に対応できますが、その際は先生

のガイダンスをよく聞いて、進路実現可能な科目選択をしてください。 

 このシラバスには、総合学科高校で学ぶ生徒に対する本校の先生方の体験に基づいた熱い思いと

貴重なアドバイスが記してあります。また、このシラバスは皆さんの学力の評価や先生方の授業評価

の基準にもなりますので、求められる到達点をよく理解した上で勉強してください。 
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３ 
り し ゅ う

履修と
しゅうとく

修得について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 単位の意味と卒業の要件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 りしゅう

履修とは？ 

 原則として１年間その科目の授業を受けることを言いま

す。これは、きちんと授業に出席して、その科目を真剣に取

り組んだときにはじめて履修したと認められます。 

欠課（授業の欠席）が多かったり、授業中真面目に取り組

んだりしていなかった場合は、その科目を履修した（受けた）

ことにはなりませんので、注意しましょう。 

 

 
しゅうとく

修 得とは？ 

  成績や授業の出席状況などを総合的に判断し、そ

の科目の学習の成果が十分であると認められるこ

とを言います。 

  成績は、授業中の活動、実習・実技の様子、発表、

レポート、提出物の状況、定期考査を総合的に評価

されます。  

 

それぞれの科目には単位数というものが定められています。この単位数というのは、１年間そ

の科目の授業を受けることを前提にして、１週間に何時間その授業があるかということを示して

います。 

例えば、「古典探究」が４単位であるとすれば、１週間に４時間「古典探究」の授業があると

いうことです。本校では授業は月曜日から金曜日まで毎日６時間ずつ（ＨＲ等も含む）あります

ので、１週間で３０時間、つまり３０単位を履修することになります。これが３年間あるわけで

すから、卒業までに９０単位履修しなくてはならないということです。 

※ 卒業の要件 ※ 

卒業するためには、最低７４単位を修得していなければなりません。ただし、７４単位修

得していても、必
ひつ

履修
りしゅう

科目
か も く

（必ず受けておかなければならない授業）を履修していなかった

り、授業への出席時数が不足したりすると、３年間で卒業できません。 
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５ 系列について 
  系列とは進路分野別に分類した授業のグループです。本校では、７つのグループに分けて自分の進

路にあった授業を選択しやすいようにしています。 
 

 系  列 内   容 主 な 進 路 先 

 
人文科学 

  国語や英語、地理歴史、公民などの文科系 
科目を中心に学び、大学進学をはじめ、多様 
な進路実現の基礎となる教育内容です。 

 文系４年制大学進学 
（文学、経済、商、法、教育 
 学部等） 

 
自然科学 

  数学や理科などの理科系科目を中心に学び、 
大学進学をはじめ、多様な進路実現の基礎と 
なる教育内容です。 

 理系４年制大学進学 
（工学、理学、医学、農学、 
 教育学部等） 

 
生物資源 

  動植物や食品などの農業・食物関連の科目 
について主に学び、生命と食料、環境等につ 
いて理解し、職業や家庭生活に活かせる教育 
内容です。 

 農業・食物関係の就職 
 農業・食物関係の進学 
（４年制大学推薦、短大、 
 専門学校、農業大学校等） 

 
情報 

  パソコンを活用した多様な情報関連の科目 
について主に学び、高度情報通信社会におけ 
る情報技術の基礎となる教育内容です。 

 情報関係の就職 
 情報関係の進学 
（４年制大学推薦、短大、 
 専門学校等） 

 
ビジネス 

  商業活動やビジネス関連の科目について主 
に学び、その専門性を深めたり、将来の職業 
生活の基礎となる教育内容です。 

 ビジネス関係の就職 
 ビジネス関係の進学 
（４年制大学推薦、短大、 
 専門学校等） 

 
福祉サービス 

  高齢化社会における老人介護などの福祉関連
の科目について主に学び、福祉マインドの養成
や福祉関係への進路実現を目指す教育内容で
す。 

 福祉関係の就職 
 福祉関係の進学 
（４年制大学推薦、短大、 
 看護学校等） 

 
地域文化 

  有明地域の歴史や産業、伝統文化など、地 
域の素晴らしさの体験とその自然環境等に関 
する学習を取り入れた教育内容です。 

 就職（漁業、工芸等） 
 進学（専門学校等） 

 

６ 技能審査の成果による単位認定について 
本校では、みなさんの学習意欲が高まり、優れた能力を一層伸ばす観点から、特定の技能審査に合
格し、資格等を取得した場合、その成果を技能審査の内容に対応する科目の増加単位として認める
こととしています。以下に、その技能審査の種類、該当科目、増加単位数を示しますので、積極的
に取り組んでください。 ※書道Ⅰに関しては硬筆、毛筆の両方の合格が必要です 

 技能審査の種類 実施団体 教科 科目 単位数  
日本漢字能力検定（２級） 日本漢字能力検定協会 国語 言語文化 １単位 
実用英語技能検定（準１級） 日 本 英 語 検 定 協 会 外国語 英語コミュニケーションⅠ ３単位 
実用英語技能検定（２級） 日 本 英 語 検 定 協 会 外国語 英語コミュニケーションⅠ ２単位 
実用英語技能検定（準２級） 日 本 英 語 検 定 協 会 外国語 英語コミュニケーションⅠ １単位 
硬筆書写技能検定（２級） 日本書写技能検定協会 芸術 書道Ⅰ １単位 
毛筆書写技能検定（２級） 日本書写技能検定協会 芸術 書道Ⅰ １単位 
危険物取扱者（乙種） 総 務 省 農業 食品製造 １単位 
園芸装飾技能士（３級） 厚 生 労 働 省  農業 草花 １単位 
簿記検定（２級） 日 本 商 工 会 議 所  商業 財務会計Ⅰ ２単位 
簿記実務検定（１級） 全国商業高等学校協会 商業 財務会計Ⅰ ２単位 
ビジネス計算実務検定（１級） 全国商業高等学校協会 商業 ＯＡ事務 １単位 
ビジネス文書実務検定（１級） 全国商業高等学校協会 商業 情報処理 １単位 
情報処理検定（１級） 全国商業高等学校協会 商業 情報処理 １単位 
秘書技能検定（２級） 実 務 技 能 検 定 協 会 商業 秘書入門 ２単位 
リテールマーケティング検定（２級） 日 本 商 工 会 議 所  商業 販売演習 １単位 
福祉住環境コーディネーター検定（２級） 東 京 商 工 会 議 所  福祉 社会福祉基礎 １単位 
ファッションビジネス能力検定（２級） 日本ファッション教育振興協会  家庭 ファッションデザイン １単位 

 ＩＴパスポート試験 情 報 処 理 推 進 機 構 情報 データベース ２単位  
 



７ 各科目シラバス

選択番号 601100101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

現代の国語 ２単位

人文科学 必履修

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする
力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

思考力・判断力
・表現力

使用教材

①文章を読んでいくうえで、分からない言葉や表現については辞書を引いて調べる
こと。
②教科書の文章だけでなく、同じ筆者の他の文章を読んだり、同じテーマの他の文
章を積極的に読み、物事を深く考えることに慣れていくこと。
③発表やレポート作成に積極的に取り組むこと。

①現代文・・・評論・随筆
②自己表現・・プレゼンテーション・レポート

知識・技能

主な評価
の観点と
評価方法

主体的に学習に取り組
む態度

進路対応

①必履修科目です。全員が履修します。
②言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果
的に表現する資質・能力を育成することを目指します。
③一つのテーマに沿って、複数の文章を読み比べていき、より深い思考ができるよ
うになる科目です。

現代の国語（東京書籍）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにす
る。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

【補足】

ビジュアルカラー国語便覧改訂版（大修館）
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７ 各科目シラバス

選択番号 601110101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　我国特有の表現について、文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えることが
できる。自分の知識や経験の中から適切な題材を決め、集
めた材料を吟味して表現する。作品の内容や解釈を踏ま
え、我が国の文化について自分の考えを持つことができ
る。（レポート・小論文・定期考査・提出物→「記述の点
検」「記述の確認」「記述の分析」）

①現代文
・朝の読書や新聞の活用で様々な文章に触れることで正しい表現に触れることで、
語彙力や漢字力、読解力の向上に努め、自己表現力を高めること。
②古典
・朝課外や授業を通して文章や文法を音読・読解・暗記し基礎力を身につけるこ
と。
③自己表現力
・ノートの取り方を工夫したり、小論文、詩歌・俳句の創作などに積極的に取り組
んだりこと」。

使用教材
新　言語文化（三省堂）

ビジュアルカラー国語便覧改訂版（大修館）

言語文化 ２単位

人文科学 必履修

　文章の種類、構成、展開や、文体、描写、語句などの表
現の仕方を工夫する取り組みを行うとともに、自らの学習
を調整することができる。古典から受け継げられてきた題
材や内容、表現の方法について現代と比較したり、批評し
たりすることについて、積極的取り組んでいる。（授業中
の活動・発表・提出物→「行動の確認」「記述の確認」
「行動の分析」「記述の分析」

①必履修科目です。全員が履修します。
②「読むこと」、「話す・聞くこと」、「書くこと」、「考えること」、「言語に
関すること」など現代から古典までの物語や詩歌、随想などの分野について学習す
る科目です
③大学を目指す人は古典の基礎を、専門学校や就職を目指す人は一般教養として学
習します。

進路対応
【補足】

①現代文・・・随筆・紀行・小説・短歌・詩
②古文・・・・随筆・物語・説話・和歌
③漢文・・・・故事成語・格言・漢詩・物語・歴史書・論語
④自己表現・・詩歌、俳句、物語の創作

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　我が国の言語文化に特徴的な、豊かな語彙を身につけ、
それらの文化的背景について理解を深め、文章の中で使う
ことを通して語感を磨く。常用漢字の読み書きに慣れ、文
や文章の中で使うことを学ぶ。基本的な文章の中で我が国
の言語文化特有の口語・文語文法などの表現について理解
する。（小テスト・定期考査・提出物「記述の確認」→
「記述の分析」）

思考力・判断力
・表現力

主体的に学習に取り組
む態度
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７ 各科目シラバス

選択番号 601120102（２年）
601120103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

①文章を読んでいくうえで、分からない言葉や表現については辞書を引いて調べる
こと。
②教科書の文章だけでなく、同じ筆者の他の文章を読んだり、同じテーマの他の文
章を積極的に読み、物事を深く考えることに慣れていくこと。
③社会の問題にも関心を持っておくこと。

進路対応
【補足】

①漢字・語句を学び基礎的な常識を身に付けます。
②さまざまな文章に触れ、多様な考え方を養います。
③文章の要点や作者の考えの捉え方を学びます。
④自分の意見発表や、人の意見を聞くことを通して、コミュニケーションの方法を
学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
　言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりするこ
とを可能にする働きがあることを理解する。

思考力・判断力
・表現力

　実社会や学術的な学習の基礎に関する事柄について、書
き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集、整理
して、目的や意図に応じた適切な題材を決める。

主体的に学習に取り組
む態度

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする態度を養う。

人文科学 選択履修

使用教材

①評論文を中心に学び、実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けることを目指
します。
②論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養います。

論理国語 ４単位

7



７ 各科目シラバス

選択番号 601130102（２年）
601130103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２,3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわ
たって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関
わろうとする態度を養う。

①普段の生活の中で、様々な文学作品に触れること。
②分からない語句や漢字は、積極的に辞書で調べ、語彙力及び漢字力を向上させる
こと。
③詩歌、俳句などの創作に積極的に取り組むこと。

①社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、言語文化に対する
　理解を深めることができるようにします。
②創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
　いや考えを広げたり深めたりすることができるようにします。

進路対応
【補足】

①日常生活に必要な漢字・語句を身に付けます。
②さまざまな文学作品に触れ、多様な考え方を学びます。
③筆者の考えの要点をまとめる力を身につけます。
④グループ活動等により、自分の意見を発表したり、人の意見を聞いたりして、自
分の考えを深めます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　情景の豊かさや心情の機微を表す語句を理解し、文章の
中で使うことを通して、語感を磨き、語彙を豊かにする。
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについ
て理解を深める。

思考力・判断力
・表現力

　文学的な文章を書くために、情報を収集、整理して表現
したいことを明確にする。文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開、描写の仕方などに的確に捉える。様々な資料
を調べ、その成果を発表したり短い論文などにまとめたり
する。

主体的に学習に取り組
む態度

文学国語 ４単位

人文科学 原則履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 601140102（２年）
601140103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ △ △ △ × × ×

授業概要

学習の
アドバイ

ス

「表現力」を身に付けるためには、日頃から「ネタ」を仕入れることが大切です。
次のようなことに積極的に取り組みましょう。
①新聞や新書を読み、知識を蓄えること。
②語彙数を増やすためにも、分からない言葉に出会ったら、国語辞典で調べる習慣
を身に付けること。
③日頃から文章を書く習慣を身につけ、添削をしてもらうこと。

決められた時間内で課題（作品）を仕上げ、発表します。学習内容としては、次の
ようなものがあります。
①小論文
②原稿なしスピーチ
③志願理由書・自己推薦文の書き方
④討論・プレゼンテーションの技術

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　豊かな語彙力と内容を的確に理解する読解力、授業を通
して知識や技能を身に付け伸ばすことができる。（授業中の
活動「行動の観察」「記述の点検」／小テスト／提出物「記述の
確認」→「行動の分析」「記述の分析」）

思考力・判断力
・表現力

   読んだ内容をまとめ、思考を深めた意見や感性豊かな感
想が書ける。調べたことや他者と自己の考えを比較対照し
て判断し、それを表現することができる。（授業中の活動
「行動の観察」／レポート、小論文「記述の点検」／発表「行動
の確認」／提出物「記述の確認」→「行動の分析」「記述の分
析」）

主体的に学習に取り組
む態度

   自国の文化、特に国語や言語に関心を持ち、言語感覚を
磨きながら探究することで自己の向上を図ることができ
る。（授業中の活動「行動の観察」「記述の点検」／提出物「記
述の確認」→「行動の分析」「記述の分析」）

使用教材

①2年次及び3年次の継続履修です。
②4年制大学進学、医療・看護系専門学校進学希望者で、入試に「小論文」が課せ
られている者。
③表現することが好きで、小論文・原稿なしスピーチ等の活動に積極的に取り組
み、自己表現力をさらに高めたいと考えている者。

進路対応
【補足】
短大・専門学校（一般）等で「作文」がある場合でも、必ずしも選択する必要はあ
りません。

国語表現 4単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 601150102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○ × × × × ×

授業概要

学習の
アドバイ

ス

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたっ
て古典に親しみ自己を向上させ、言語文化の担い手として
の自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養います。

①古典を読み深めるため、音読、朗読、暗唱を行うこと。
②分からない文語、文法、訓読のきまり等は積極的に調べたり教師に質問したりし
て、語彙力及び読解力を向上させること。
③古典作品に表れた筆者の考えを積極的にまとめること。

①古典を主体的に読み深めることを通して伝統と文化の基盤としての古典の重要性
を理解します。自分と自分を取り巻く社会にとっての古典の意義や価値について探
究する資質・能力を育てます。
②伝統的な言語文化を理解し、先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中
で伝え合う力を高めたり、生涯にわたって古典に親しむ力を向上させます。

進路対応
【補足】

①古文及び漢文の両方を学習します。
②さまざまな文学作品に触れ、多様な考え方を学びます。
③古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解します。
④古典作品に表れる筆者の考えの要点をまとめる力を身につけます。
⑤グループ活動等により、自分の意見を発表したり、人の意見を聞いたりして、自
分の考えを深めます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を理解す
るとともに、伝統的な言語文化に対する理解を深めます。

思考力・判断力
・表現力

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする
力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ
方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりする力を養います。

主体的に学習に取り組
む態度

古典探究 ４単位

人文科学 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 601160103 科目名 単位数

履修年次  3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○ × × × × ×

授業概要

学習の
アドバイ

ス

①本文をノートに書き写し、辞書や便覧を使って口語訳を行い、授業中に添削する
こと。
②文法事項や単語のポイントを抑えて学習すること。
③考査前には必ず復習を行い、内容に関する理解を深めておくこと。

2年次の「古典Ｂ」で学習した授業内容を踏襲しつつ、より深く学習します。
①音読を通して美しい日本語の響きを学びます。
②日本の古典の世界の人々の風俗習慣や文化を学びます。
③中国の文化や漢文訓読の美しい響きを学びます。
④古典の文法事項や文学史の知識を学びます。
⑤様々な登場人物の生き方や考え方を学びます。
⑥大学や短大の入試に対応できる知識を身につけます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　豊かな語彙力と内容を的確に理解する読解力、授業を通
して知識や技能を身に付け伸ばすことができる。（小テスト
／提出物／定期考査「記述の確認」→「行動の分析」「記述の分
析」）

思考力・判断力
・表現力

   読んだ内容をまとめ、思考を深めた意見や感性豊かな感
想が書ける。調べたことや他者と自己の考えを比較対照し
て判断し、それを表現することができる。（授業中の活動
「行動の観察」「記述の点検」・提出物／定期考査「記述の確
認」→「行動の分析」「記述の分析」）

主体的に学習に取り組
む態度

   自国の文化、特に国語や言語に関心を持ち、言語感覚を
磨きながら探究することで自己の向上を図ることができ
る。（授業中の活動「行動の観察」「記述の点検」・発表「行動
の確認」・提出物「記述の確認」→「行動の分析」「記述の分
析」）

使用教材

①古文と漢文を学習します。
②2年次に「古典Ｂ」で学習した古典をより深く学習し、大学入試に対応できるレ
ベルを目指します。（文法・文学史・単語・古典の知識等）
③４年制大学・短大等の入試で古典が出題される人は選択します。
④２年次で「古典Ｂ（４単位）」を選択した人は、さらに３年次で「古典精読（２
単位）」を選択することが望ましい。
⑤他教科の履修の都合で、２年次に「古典Ｂ」を選択できなかった場合は、３年次
で「古典精読（２単位）」を選択することが望ましい。

進路対応
【補足】

古典精読  2単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 602100102（２年）
602100103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ △ △ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとす
る態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解
を通して涵養される世界の諸地域の多様な生活文化を尊重
しようとすることの大切さについての自覚などを深める。
（授業態度・提出物等）

　地理総合に興味が持てるようになるためには、いつも世界の動きに触れておくこ
とが大切です。テレビや新聞で興味ある情報が流れ、その場所が分からなければ地
図帳で調べる習慣をつけましょう。旅行番組や世界のクイズ番組等を楽しんで見
て、地理を好きになることも大切です。

　２年次か３年次で全員が必ず履修しなければならない科目です。現代世界の特色
と問題点や生活圏の諸課題について地理的考察を行います。具体的には「今日の地
球的課題」で環境・資源・エネルギー問題、農業・食料・人口問題、少子・高齢化
問題などを学習します。これらは進学のみならず公務員や就職試験にも小論文・作
文試験として出題される問題です。

進路対応
【補足】

Ａ　地図や地理情報システムで捉える現代世界
Ｂ　国際理解と国際協力
　（1）生活文化の多様性と国際理解
　（2）地球的課題と国際協力
Ｃ　持続可能な地域づくりと私たち
　（1）自然環境と防災
　（2）生活圏の調査と地域の展望

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性
や、防災、地域や地球的課題への取組などを理解するとと
もに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資
料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめることができる。（定期考査・小テスト・提出物等）

思考力・判断力
・表現力

　地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、
位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に
向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したりすることができ
る。（定期考査・提出物等）

主体的に学習に取り組
む態度

地理総合 ２単位

人文科学 必履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 602110103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

〇 ◎ △ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・入試問題などの応用問題を取り扱います。充分な予習・復習を心がけてくださ
い。
・地理用語などは事前に用語辞典で調べる習慣を身につける。
・資料を始め、教科書や地図の写真やグラフ、表などの図解で読み解く力を楽しみ
ながら高める。

○地理情報と地図
○自然環境（地形・気候）と生活
○資源と産業
○世界の諸地域（アジア・ヨーロッパ・アメリカなど）
○グローバル化する現代社会
○地球的な課題（食糧・環境・領土問題など）

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
地理的事象に対して、基本から応用までの追及方法を理解
し、それらを多面的に考察できる。
（家庭用学習プリント・授業中の活動・提出物）

思考力・判断力
・表現力

様々な地理的事象を多面的に考察し、その過程や結果を適
切に表現できる。
（授業中の活動・レポート作成・発表）

主体的に学習に取り組
む態度

日本や世界の生活文化に関心を持ち、地理的思考力を磨き
ながら探究することで社会に対する教養を深めることがで
きる。
（小テスト・ワークシート・地図の活用・定期考査）

使用教材

　地理探究の授業は、大学入学共通テストや私立大学入試に対応したものです。ま
た、推薦入試や自己推薦型入試などの小論文や就職試験の作文にも参考になりま
す。
　地図や表・グラフなどの見方も学習しますので、様々な知識が身につき、プレゼ
ンテーションなどにも役立てることができます。地理で大学入試受験予定の人は、
必ず地理探究を受講するようにしてください。

進路対応
【補足】

地理探究 ４単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 602120101 科目名 単位数

履修年次 1年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ △ △ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、課題を主体
的に追究しようとしている。（授業時の態度・提出物・授
業に挑む態度・レポート）

　現代の世界にもつながる学習になってきます。日ごろから、日本だけでなく、世
界のニュースを見ることを心がけましょう。
　選択の視点にもありますが、４大への進学を希望している人は日本史探究、世界
史探究へつながります。
　予習、復習をしっかりと行ったうえで授業に臨みましょう。

　この科目は１年次の必履修ですので、全員が履修します。
　大学進学を目指す人は、日本史探究、世界史探究につながる部分があります。進
学だけでなく、就職、公務員試験などにも歴史の内容が出るものもあります。
　主に近現代史を取り扱います。知識はもちろんですが、資料を用いてテーマにつ
いて考える授業を通して、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをも
とに議論したりする力を養います。

進路対応
【補足】

　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする
活動を行い、グローバル化する国際社会に主体的に生きる公民としての資質・能力
を育成することを目指します。
　・諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる活動を
　　行います。
　・近現代の歴史の変化にかかわる事象の意味や意義を学習します。
　・よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を
　　養います。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、現代的な諸
課題の形成に関わる近現代の歴史を理解している。（定期
考査・小テスト）

思考力・判断力
・表現力

近現代の歴史の変化に関わる諸事象の意味や意義、特色な
どを、考察したり、構想したことを効果的に説明したり、
それらを基に議論したりする力を養う。（定期考査・レ
ポート作成・授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

歴史総合 2単位

人文科学 必履修

使用教材
歴史総合（実教出版）

歴史総合演習ノート（実教出版）

14



７ 各科目シラバス

選択番号 602130102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

   学習した内容を必ず復習していくこと。そして問題演習をして、受験問題に対応
できる学力を身につけていく必要があります。家庭学習の時間を確保して、努力し
てください。

　「日本史探究」は、日本の歴史の展開を世界のいろんな文明や文化との比較に
立って、政治的、経済的、文化的側面から学んでいきます。また、日本の文化と伝
統の特色について理解を深め、さらに、歴史的見方や考え方を身につけ、国際社会
に主体的に生きる人間になることを学ぶ学問です。
   学習の対象を狭い意味の自国史のみに限定することなく、各時代における国際環
境との関連を視野に入れ、空間的な関わりや世界史的な視点からわが国の歴史と文
化を考える学習を重視します。具体的には、「日本史探究」は、原始・古代から現
代までの歴史を、政治的・社会経済的・文化的側面から系統的に詳しく学んでいく
学問です。大学進学志望者には必要な科目です。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

日本の歴史について基本的な事項を様々な角度や側面から
考察し、理解することができる。また、日本史の各時代の
考古学資料や古文書や絵画などの諸資料を通して、歴史の
特徴や展開を理解し、まとめることができる。
（教科書・資料集の内容の理解，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

日本史の諸課題について、様々な観点から考察し、まとめ
て発表することができる。
（授業中の活動，レポート作成及び発表）

主体的に学習に取り組
む態度

日本史の特徴と展開について、興味や関心を持ち、課題意
識を持って意欲的に活動することができる。
（授業中の活動，提出物，予習や復習）

使用教材

選択の条件としては、次のとおりとします。
①４年制大学進学希望で、受験科目に必要な者。
②日本史に興味や関心があり、日本の歴史を深く総合的に学習したい者。

進路対応
【補足】  4年制大学で、私立大学文系や大学入学共通テストを受験しようとする大学で、受
験科目で必要な場合は、選択してください。

日本史探究 ４単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 602140102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

世界史の展開や特徴について、興味や関心を持ち、歴史の
課題を主体的に探究し活動することができる。
（授業態度、提出物、予習や復習）

学習内容が多く、予習として教科書を読んでおく、復習は資料集などを使い、より
深く学習していくことが必要になります。また問題演習については、家庭学習で自
主的に取り組む必要があります。
世界史は原因と結果、他の歴史的事象との関係性を意識していく視点が大切です。
計画性もって理解し記憶し、大きな歴史の流れと構造的把握を意識して学習してく
ださい。

 「世界史探究」は、「歴史総合」を履修した後に履修することができます。
 「世界史探究」は、各大学の入試科目として指定されています。このため、「世界
史探究」で受験を希望している生徒は、必ず「世界史探究」を選択してください。
　特に、将来、国際関係・国際交流を学びたい生徒は、「世界史探究」を履修する
ことを勧めます。

進路対応
【補足】
４年制大学の受験で、私立大学文系や大学入学共通テストで必要な場合には、選択してく
ださい。

「世界史探究」は、世界の大きな枠組みと展開に関わる事象について、①地理的条件や日本
の歴史と関連付けながら理解し、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技
能を身に着ける②事象の意義や特色などを現代世界とのつながりなどに着目して、多面的・
多角的に考察したり歴史にみられる課題を把握し、解決を視野に入れて構想したり効果的に
説明したり、議論したりする力を養う③よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究し
ようとする態度や、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
について自覚を深める。
　具体的には、「世界史へのまなざし」「諸地域の歴史的特質の形成」「諸地域の交流・再
編」「諸地域の結合・変容」「地球世界の課題」とい大項目の構成になっています。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
世界の歴史について、基本的な事項を考察し、諸資料を活
用して歴史的特質を構造的に理解することができる。
（教科書、諸資料の理解、小テスト、定期考査）

思考力・判断力
・表現力

歴史的諸現象を、資料の活用・事象相互の関係性・地理的
文化的経済的に着目して考察し、その意義や意味を理解し
まとめて説明し、議論することができる。
（諸資料の理解、提出物、レポート作成と発表）

主体的に学習に取り組
む態度

世界史探究 ４単位

人文科学系 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 602150102（２年）
602150103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　日ごろから世界遺産や地域社会に興味を持ち、ニュースや話題に関心を持ちま
しょう。
　ＮＨＫの「世界遺産」や旅番組等を視聴したり、ガイドブックを読んだりするこ
とで、より学習が楽しくなります。
　地域に関する本や資料を、図書館を利用して読みましょう。
　身近な地域に足を運んで自分の目で確かめて、地域の人の話に耳を傾けましょ
う。

１　世界遺産の役割についての学習
　（１）世界遺産の基礎知識
　（２）世界遺産に登録されたら
２　日本・世界の世界遺産についての学習
　（１）日本の世界遺産
　（２）世界の世界遺産
３　南筑後地域および「郷土遺産」についての学習
　（１）「水郷」柳川
　（２）明治日本の産業革命遺産　九州・山口と関連地域
　（３）学校周辺の「郷土遺産」

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
 世界遺産の基礎知識や世界遺産の種類、南筑後地域および
「郷土遺産」について理解している。（小テスト・定期考
査）

思考力・判断力
・表現力

世界や日本の世界遺産について歴史的・地理的背景を踏ま
えて考察したり、地域社会の状況について公正に議論した
りしている。（授業中の活動・レポート・発表）

主体的に学習に取り組
む態度

世界遺産や地域の諸資料を収集し、有用な情報を適切に選
択し、効果的に活用することができる。（授業中の活動）

使用教材
なし

なし
　前期では、世界遺産に登録されている未来に残したい美しい自然景観や次世代に
伝えたい優れた文化遺産を調べる学習を通して、多様な価値観に気づき、地域を愛
し、地球の未来を考える力を養います。
　後期では、南筑後地域の地理や歴史、風土がはぐくんだ文化等を学び、その特色
を理解することを通して、地域の未来について考える力を養います。
　進路において、公務員・学芸員・観光業等を希望している生徒は、多文化理解や
地域文化への理解を深めることができます。

進路対応
【補足】地域調査、世界遺産に興味がある生徒は、選択してください。

有明学 ２単位

地域文化 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 602160103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

日本の歴史に対する関心や興味を持ち、意欲的に学習活動
を行うことができる。
（授業態度，授業中の活動，提出物）

入試問題などの応用問題を、演習形式で実施します。
①歴史の大きな流れを理解しましょう。
②歴史的語句の意味を、よく理解しましょう。
③教科書を中心に、何度も繰り返して知識を定着させましょう。
④自主的に、予習や復習をすることで、効果的な学習ができます。家庭学習を充実
させましょう。

選択者の条件としては、以下の通りです。
①日本史探究を２年次で履修している者。
②演習問題を中心に、深く掘り下げて学習したいと考える者。
③４年制大学進学希望で、受験科目に必要な者。

進路対応
【補足】国公立４年制大学理系学部進学希望者は、他の科目で受験可能な場合もあるの
で、受験科目をよく確認して選択すること。

１　近代への転換と歴史的環境についての発展的学習
　（１）近世から近代への時代の転換についての発展的学習
　（２）近世から近代の国家・社会の変容についての発展的学習
２　近現代の地域・日本と世界の画期と構造についての発展的学習
　（１）立憲体制への移行、国民国家の形成、アジアや欧米諸国との関係の
　　　変容についての発展的学習
　（２）産業の発展の経緯と近代の文化の特色、大衆社会の形成についての
　　　発展的学習
　（３）第二次世界大戦に至る過程及び大戦中の政治・社会、国民生活の
　　　変容についての発展的学習
　（４）我が国の再出発及びその後の政治・経済や対外関係、現代の政治や社会
　　　の枠組み、国民生活の変容についての発展的学習
３　近現代の日本と世界の課題についての発展的学習
　（１）近代化と現代的な諸課題についての主題学習
　（２）国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題についての主題学習
　（３）現代的な諸課題の形成と展望についての主題学習

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

日本の歴史について、基本的な歴史的事項を世界の歴史や
関係性の中で理解することができる。また、様々な考古学
的資料や文字史料・絵画資料などを有効に活用し、公正・
公平に分析・評価し、活用することができる。
（教科書･資料集の理解，小テスト，提出物，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

日本史の諸課題について、多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現することができる。
（授業中の活動，レポート作成，発表）

主体的に学習に取り組
む態度

発展日本史 ２単位

人文科学 選択履修

使用教材
なし（継続使用）

なし（継続使用）
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７ 各科目シラバス

選択番号 602170103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

入試問題などの応用問題を、演習形式で実施します。
①歴史の大きな流れを理解しましょう。
②歴史的語句の意味を、よく理解しましょう。
③教科書を中心に、何度も繰り返して記憶しましょう。
④自主的に、予習や復習をすることで、効果的な学習ができます。家庭学習を充実
させましょう。

原始・古代から現代までの世界史を中心に、様々な角度から考察して、その特徴や
意義をを理解し、歴史的思考力や国際社会に主体的に生き、国家・社会を形成する
日本国民としての意欲や態度を育成します。
①２年生で学習した内容を、演習を中心に復習しながら、「世界史探究」の内容を
さらに深く学習します。
②大学受験の入試問題に対応できる学力を育成します。
③２年次の「世界史探究」に比べて、学習速度が速くなります。
④学習する内容について、予習と復習が必要です。家庭学習をしっかりすることが
必要です。特に問題演習が不足しますので、歴史的語句の記憶の定着化、定着化し
た記憶を解答できる技術や方法を自主的に学習していく必要があります。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

世界の歴史について、基本的な歴史的事項を理解することができ
る。また、様々な考古学的資料や文字史料・絵画資料などを有効
に活用し、公正・公平に分析・評価し、活用することができる。
（教科書・資料集の理解，小テスト，提出物，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

世界史の諸課題について、多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現することができる。
（授業中の活動，レポート作成，発表）

主体的に学習に取り組
む態度

世界の歴史に対する関心や興味を持ち、意欲的に学習活動
を行うことができる。
（授業態度，授業中の活動，提出物）

使用教材
なし

なし
選択者の条件としては
①２年次で、「世界史探究」を履修している者
②４年制大学進学希望で、受験科目に必要な者

進路対応
【補足】
国公立４年制大学理系進学希望者で、他の科目でもよい場合には、発展世界史を履修し
ないほうがよい。

発展世界史 ２単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 603100102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ △ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に
解決しようとする態度を身につけ、現代社会に生きる人間
としての在り方生き方についての自覚や、公共的な空間に
生き国民主権を担う公民として、各国が相互に主権を尊重
し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚など
を深めることができる。（授業態度・提出物等）

・日頃から社会の動きに注意を向け、新聞やニュースを毎日視聴する習慣をつけま
しょう。
・大学進学を目指す生徒は、新聞記事を要約したり、コラムを書写することも有効
です。
・現代社会を理解するには、地理的な見方や考え方を身につけることも不可欠なの
で、国名や地名を地図帳（中学校で使ったものでも可）で確かめる習慣をつけま
しょう。

　２年次で全員が必ず履修しなければならない科目です。この科目は、現代社会の
特質と諸問題について広く学習します。２１世紀を生き抜いていくために最低限必
要な社会常識を身につけ、様々な課題に対して自分の頭で考える力をつけることが
できます。

進路対応
【補足】

Ａ　公共の扉
　（1）公共的な空間を作る私たち
　（2）公共的な空間における人間としての在り方生き方
　（3）公共的な空間における基本的原理
Ｂ　自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち
Ｃ　持続可能な社会づくりの主体となる私たち

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

 　現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりと
なる概念や理論について理解するとともに、諸資料から、倫理的
主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的
に調べまとめることができる。（定期考査・提出物等）

思考力・判断力
・表現力

　現実社会の諸課題の解決に向けて、事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画
を視野に入れながら構想したことを議論することができ
る。（定期考査・提出物等）

主体的に学習に取り組
む態度

公共 ２単位

人文科学 必履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 603110103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　自らの体験や悩みを振り返ることを通して、青年期の意義と課題を理解し、他者
と共に生きる自己の生き方について考えを深めてください。また、先哲の基本的な
考え方を手掛かりとして、人間の存在や価値について考えを深めてください。さら
に、よりよい国家・社会をつくり、国際社会に主体的に貢献しようとする在り方・
生き方についても考えを深めてください。そのためにも、日ごろから読書に親し
み、幅広い教養を身につける努力を続けてください。

　青年期における自己形成と人間としての在り方生き方について理解や思索を深め
るとともに、良識ある人格の形成に努める意欲や、他者とともに生きる自己を確立
するために必要な力を養います。
　(1)現代に生きる自己の課題
　(2)人間としての在り方・生き方
　　・人間としての自覚
　　・国際社会に生きる日本人としての自覚
　(3)現代と倫理
　　・現代に生きる人間の倫理
　　・現代の諸課題と倫理

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
諸資料を様々なメディアを通して収集し、自己形成や人間
のあり方・生き方に関係する基本的事項を理解することが
できる。（定期考査等）

思考力・判断力
・表現力

人間の存在や価値等について、多面的・多角的に考察し、
公正に判断し表現できる。（授業中の活動、定期考査等）

主体的に学習に取り組
む態度

人格形成と自己の確立に努める、関心や実践的意欲を持つ
とともに、諸課題を探求する意欲や態度を身に付ける。
（授業中の活動等）

使用教材

　人文科学・社会科学への興味・関心を持つ人にとっては、あらゆる専攻の基礎と
なります。また、自分の悩みを客観的に見つめ、その解決を図ることができます。
大学入学共通テストで「倫理」を受験する人は選択してください。また、公務員試
験を受験する人は、可能な限り選択してください。

進路対応
【補足】

倫理 ２単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 603120103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

現代の政治・経済・国際関係に関する関心を高め、意欲的
に課題を追究することができる。（授業中の活動・提出物
等）

   授業では政治や経済、国際関係について体系的に学習します。それらの知識を実
際に世の中で起きている出来事の中で確かめていくことが、この科目の力をつける
ためには不可欠です。そのために新聞やテレビのニュース番組を見る習慣を身につ
けましょう。
　大学進学を目指す生徒は、新聞記事を要約したり、コラムを書写したりすること
も有効です。日頃から世界の情勢や、新しい用語などに関心を持ち、知識の幅を広
げましょう。

　この科目を履修することで、国公立大学や私立大学（文系）入試に対応すること
ができます。「政治・経済」で受験できるかどうかは、大学や学部によっても違い
ますので、自分でよく調べてください。
　この科目を履修することで、公務員試験にも対応することができます。公務員試
験では、この科目の内容が比較的多く出題されます。公務員への就職を希望する生
徒はできるだけ履修してください。

進路対応
【補足】

　この科目では、現代における政治・経済・国際関係について深く学習し、様々な
課題に対して自分の頭で考える力をつけることができます。
　この科目を学習することによって、民主主義の本質に対する考え方が深まりま
す。現代社会の課題を見つめ、公正に判断する力や良識ある行動ができる力と態度
を身につけることができます。
　授業では、課題解決の方法を学び、研究の成果を発表します。この科目で体験し
たことを通して、自分からいろいろなことに興味を持って、学んでいく意欲や自分
自身を表現する能力を高めることができます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
現代の政治・経済・国際関係に関する資料を適切に用い、
基本的な事柄や概念、理論等を理解することができる。
（定期考査等）

思考力・判断力
・表現力

現代の政治・経済・国際関係の本質や特質について、多面
的・多角的に考察することができる。（授業中の活動・定
期考査等）

主体的に学習に取り組
む態度

政治・経済 ２単位

人文科学 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 604100101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　内容が、中学校からの延長なので、家庭での学習時間を十分に確保し、予習・復
習をきちんと行うことが必要です。
　特に、前半の内容は中学校の知識を必要とするので、「展開」「因数分解」「２
次関数」の復習を行ってください。

　中学校数学の「数と式」、「図形」、「関数」、「資料の活用」の４領域を継承
した内容を学びます。具体的には以下のような内容になります。
①数と式
②図形と計量

③二次関数

④データの分析
　また、これらに加え課題学習を行い、応用問題に取り組んだり、自分の考えを説
明したりする数学的活動を行っていきます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したり
　する技能を身に付けている。
　　　　　　　　　　　　　（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との
　関係を認識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象
　を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。
　　　　　　（レポート・ノート、グループ活動、小テスト、定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり、粘り強く考え
　数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとした
　りしている。　　　（グループ活動，授業に挑む態度，授業時の態度）

使用教材
新版  数学Ⅰ　（数研出版）

Study-Upノート 数学Ⅰ　（数研出版）

   この科目は、高等学校数学の基本となるものなので必履修科目であり、２年次・
３年次の選択科目「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」につながっていくものです。
　数学の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を
伸ばすとともに、数学的な見方や考え方を学びます。

進路対応
【補足】国公立大学、私立大学（理系学部、一部の経済学部）、医療・看護系の専
門学校志望者はこの科目で学習する内容が直接入試科目となります。

数学Ⅰ 3単位

自然科学 必履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 604110102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善しようとしたりしている。
（グループ活動，授業に挑む態度，授業時の態度）

　数学の力をつけるには、予習・復習がとても大切です。
　・　学ぶ準備として、数学Ⅰと数学Ａの内容を十分に復習しましょう。
　・　学んだその日にすぐ、もう一度問題を解きましょう（復習）。
　・　教科書やノートの解答を見るだけではいけません。紙と鉛筆を使い、必ず問題を解きましょう。
　・　問題を解く場合は、計算を省略しないで最後まで計算しましょう。
　数学を勉強していて、わからなかったことが、あるとき突然霧が晴れるようにわかるときがあります。気
持ちいいですよね。是非味わってください。数学を学ぶことにより、数学そのものだけでなく、物事を論理
的に考えるようになりましょう。

　この科目は、数学に関する高度な知識を要する内容です。「数学Ⅱ」を選択する
人は、現在学んでいる「数学Ⅰ」、「数学Ａ」をしっかり理解して選択する必要が
あります。なお、この科目は「数学Ⅲ」の内容の基礎となります。

進路対応
【補足】理系選択者は必ず選択してください。文系でも国立大学希望者は入試に大
抵必要なので、自分の志望大学・学部・学科の入試科目をよく調べて選択してくだ
さい。

　本格的に高校数学の内容が含まれるようになります。「数学Ⅰ」に続く内容で構
成されますが、いろいろな式、図形と方程式、三角関数・指数関数・対数関数など
明確に定義された関数、及び微分・積分の考え方を学びます。数学的な見方や考え
方が自然に身につきます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けている。
　（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質
や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を身に付けている。（レポート・ノート，グループ
活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

数学Ⅱ ４単位

自然科学 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 604120103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　この科目では、数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂの内容が出てきます。そのため、２
年次までに学習した内容をしっかりと身につけておく必要があります。予
習・復習を欠かさず，疑問点を後回しにせずに，すぐ質問し解決していく
など，意欲的に学習に取り組んでください。

　具体的には以下の内容を学びます。
①極限
②微分法
③積分法
数列や関数の値の極限について学び、さらに微分法および積分法を
理解することにより、その有用性を認識するとともに、それらの数
学的な活動を通して数学的に考える資質・能力を育みます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けている。
（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質
や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を身に付けている。（レポート・ノート，グループ
活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しよ
うとしたりしている。（グループ活動，授業に挑む態度，授業時
の態度）

使用教材

   この科目は，「数学Ⅱ」を履修した後に履修します。数学に強い
興味や関心をもってさらに深く学習しようとする生徒や，将来，数
学が必要な専門分野に進もうとする生徒が履修する科目です。
　この科目を受験科目にしている学校は、国立大学理系，私立理系
大（福大）など限られていますので，事前に出題範囲をよく調べて
ください。

進路対応

【補足】

数学Ⅲ 4単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 604130101（１年）
604130103（３年） 科目名 単位数

履修年次 １・3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え
　数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとした
　りしている。　　　（グループ活動，授業に挑む態度，授業時の態度）

　「数学Ⅰ」と同様に，家庭での学習時間を十分に確保し，予習・復習をきちんと
行うことが必要です。
　中学校数学の内容や「数学Ⅰ」で学習した内容を必要とするので，基礎的な知識
や基本的な計算など理解しておいてください。

   この科目は，「数学Ⅰ」と同時進行で学習する科目です。国公立大学や理系の学
部を志望する者は必ず選択してください。「場合の数」と「確率」，「整数の性
質」，「図形の性質」について学び，どれも中学校で学習したことをもとに，少し
だけ発展させたものです。

進路対応
【補足】国公立大学、私立大学（理系学部、一部の経済学部）、医療・看護系の専
門学校志望者はこの科目で学習する内容が直接入試科目となります。

　中学校数学の内容を踏まえ「数学Ⅰ」の内容等を補完するとともに，事象を数学
的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするため，以下の３つの
内容で構成されています。
①場合の数と確率
②図形の性質
③数学と人間の活動
　また，これらに加え応用問題に取り組んだり，自分の考えを説明したりする数学
的活動を行っていきます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
　する技能を身に付けている。
　　　　　　　　　　　　　（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との
　関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象
　を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。
　　　　　　（レポート・ノート，グループ活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

数学Ａ 2単位

自然科学 選択履修

使用教材
新版  数学Ａ　（数研出版）

Study-Upノート 数学Ａ　（数研出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 604140102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　数学の力をつけるには、予習・復習がとても大切です。
・学ぶ準備として、数学Ⅰと数学Ａの内容を十分に復習しましょう。
・学んだその日にすぐ、もう一度問題を解きましょう（復習）。
・教科書やノートの解答を見るだけではいけません。紙と鉛筆を使い、必ず問題を
解きましょう。
・問題を解く場合は、計算を省略しないで最後まで計算しましょう。
数学を勉強していて、わからなかったことが、あるとき突然霧が晴れるようにわか
るときがあります。気持ちいいですよね。是非味わってください。数学を学ぶこと
により、数学そのものだけでなく、物事を論理的に考えるようになりましょう。

　本格的に高校数学の内容が含まれるようになります。「数学Ⅰ」・「数学A」に
続く以下の内容で構成されます。
１数列：規則性をもつ数の列に着目したものです。
２統計的な推測： 確率分布や標本分布について学び、母集団の傾向を推測したり、
標本調査の方法を学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したり
　する技能を身に付けている。
　　　　　　　　　　　　　（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との
　関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象
　を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。
　　　　　　（レポート・ノート，グループ活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く考え
　数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しようとした
　りしている。　　　（グループ活動，授業に挑む態度，授業時の態度）

使用教材

　この科目は、数学についての高度な内容を取り扱うため、「数学Ⅰ」、「数学
Ａ」を十分に理解している必要があります。「数学B」を選択する人は、現在学ん
でいる「数学Ⅰ」、「数学Ａ」をしっかり学習してください。
　なお、この科目は、「数学Ⅲ」の内容の基礎となります。

進路対応
【補足】理系選択者は必ず選択してください。文系でも国立大学希望者は入試にほ
とんど必要なので、自分の志望大学・学部・学科の最新の入試要項で、入試科目を
よく調べて選択してください。

数学B 2単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 604150103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

〇 ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善しようとしたりしている。（グループ活動，授業に挑む
態度，授業時の態度）

　この科目では、数学Ⅰ・Ⅱ・Ａの内容が出てきます。そのため、２年次
までに学習した内容をしっかりと身につけておく必要があります。予習・
復習を欠かさず，疑問点を後回しにせずに，すぐ質問し解決していくな
ど，意欲的に学習に取り組んでください。

　この科目は、数学についての高度な内容を取り扱うため、「数学
Ⅰ」、「数学Ａ」を十分に理解している必要があります。「数学
C」を選択する人は、現在学んでいる「数学Ⅱ」や「数学B」もしっ
かり学習してください。
　

進路対応
【補足】理系選択者は必ず選択してください。文系でも国立大学希
望者は入試にほとんど必要なので、自分の志望大学・学部・学科の
最新の入試要項で、入試科目をよく調べて選択してください。

　具体的には以下の内容を学びます。
①ベクトル
②平面上の曲線と複素数平面
③数学的な表現の工夫
ベクトルや平面上の曲線および複素数平面について学び、その有用
性を認識するとともに、それらの数学的な活動を通して数学的に考
える資質・能力を身につけます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けている。
（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質
や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を身に付けている。（レポート・ノート，グループ
活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

数学C 2単位

自然科学 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 604160102 科目名 単位数

履修年次 2年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　１年次に学習した内容なので，家庭での学習時間を十分に確保
し，復習をきちんと行うことが必要です。
　就職、専門学校を受験するものにとって、重要な基礎的内容で
す。特に「展開」「因数分解」「２次関数」の理解を深めて力をつ
けることを目標とします。

【数学Ⅰ】
　①数と式        ②図形と計量
   ③二次関数     ④データの分析
【数学A】
　①場合の数と確率        ②図形の性質
   ③数学と人間の活動

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解
している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けている。
　　（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質
や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を身に付けている。（レポート・ノート，グループ
活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善しようとしたりしている。　　　（グループ活動，授業
に挑む態度，授業時の態度）

使用教材
なし

　この科目は、１年次に履修した数学Ⅰ（数と式，２次関数，図形
と計量，集合と論証，データの分析）と数学A（場合の数，確率，
整数の性質，図形の性質）について基礎的な内容を中心としたもの
であり，数学Ⅰ・Aの理解をより深めるものです。
　また，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に
考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするととも
に，それらを活用する態度や技能を育てることを目的とします。

進路対応

【補足】数学Ⅰ・Aの内容の確認および補充問題を行う。

数学α 2単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 604170103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎ △ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしようとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善しよ
うとしたりしている。（グループ活動，授業に挑む態度，授業時
の態度）

　１年次に学習した内容なので，家庭での学習時間を十分に確保
し，復習をきちんと行うことが必要です。入試の傾向として思考力
を問われる問題が増えてきています。問題文を読む力、必要な情報
を読み取る力、それらを用いてどの解法で解けばよいか判断する力
が必要です。入試問題は難易度が高くなります。粘り強く考え、解
けたときの達成感を味わいましょう。

　この科目は、１年次に履修した数学Ⅰ（数と式，２次関数，図形と計
量，集合と論証，データの分析）と数学A（場合の数，確率，整数の性
質，図形の性質）について基礎的な内容を中心としたものであり，数学
Ⅰ・Aの理解をより深めるものです。
　また，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察す
る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活
用する態度や技能を育てることを目的とします。

進路対応
【補足】大学入学共通テスト対策として数学Ⅰ・Aの内容の確認および補充問題を
行う。進路に必要な者だけ履修すること。

【数学Ⅰ】
　①数と式　　　②図形と計量
　③２次関数　　④データの分析
【数学A】
　①図形の性質　②場合の数と確率
　③数学と人間の活動
演習を通して数学的な見方・考え方を身につけ、数学的に考える資
質・能力を育成します。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解してい
る。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けている。（レポート・ノート，小テ
スト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質
や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現
する力を身に付けている。（レポート・ノート，グループ
活動，小テスト，定期考査）

主体的に学習に
取り組む態度

数学総合Ⅰ 2単位

自然科学 選択履修

使用教材
なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 604180103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

入試問題などの応用問題を取り扱います。十分な予習と復習が必要です。
・必ず予習して問題を解きましょう。
・復習でもう一度問題を解き、解けたかどうかを問題にチェックをしま
しょう。

【数学Ⅱ】
　①いろいろな式　②図形と方程式　③三角関数　④指数・対数　⑤微
分・積分
【数学B】
　①数列　②統計的な推測　③数学的な社会生活
演習を通して数学的な見方・考え方を身につけ、数学的に考える資質・能
力を育成します。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

・数学における基本的な概念や原理・法則を体系的
に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けている。
（レポート・ノート，小テスト，定期考査）

思考力・判断力
・表現力

・数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象
の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を身に付けている。（レ
ポート・ノート，グループ活動，小テスト，定期考
査）

主体的に学習に
取り組む態度

・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断したりしよう
としている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改
善しようとしたりしている。（グループ活動，授業に挑む
態度，授業時の態度）

使用教材
なし

　この科目は、「数学Ⅱ」・「数学Ｂ」を履修した人で、大学等の入試で
「数学Ⅱ」または「数学Ⅱ・Ｂ」の科目が必要となる人を対象としていま
す。
　大学等の進学希望者対象の科目です。理系選択者は必ず選択してくださ
い。文系でも国立大学希望者は各大学・学部・学科によって異なりますの
で、入試科目になっているか、各大学の最新の入試要項を調べて選択して
ください。

進路対応

【補足】主にマーク形式で演習します。

数学総合Ⅱ 2単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 605110102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○ △

授業概要

学習のア
ドバイス

自然現象に関心をもち、科学的な視点で授業に意欲的に参
加し、論理的に探究しようとしている。
（授業や実験中の活動・レポート）

①自然現象に興味を持ち、いつも「なぜだろう?」と疑問を持つこと。
②量的な取り扱いが必要になるので計算力を身につけ、効率よく計算することがで
きるようになること。
③基礎的な数学の知識が必要になるので、数学の授業に熱心に取り組むこと。
④３年間の学習計画の中に「物理基礎」をしっかりと位置づけ、十分な学習時間を
確保することによって計画的な学習を行うこと。

選択者の条件
①「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」の中から２年次までに３科目
以上を必ず履修すること。
②３年次で「物理」を選択する場合は必ず履修すること。
③理系大学（理学部・工学部等）進学希望者で、入試で物理が必要な者は必ず履修するこ
と。
④医療系進学希望者で、将来放射線技師等に就職する場合は履修することが望ましい。
⑤理工系進学希望者で、将来コンピューター技師・土木系技師等に就職する場合は履修する
ことが望ましい。

進路対応
【補足】理学部物理学科、工学部応用物理学科、工学部建築学科等、物理が入試科
目にある場合は必ず選択すること。

①講義と問題演習が中心となる。
②「物体の運動とエネルギー」では、まず速度、加速度（速度の変化）、仕事、エ
ネルギー（仕事をする能力）について学習する。
③「さまざまな物理現象とエネルギー」では熱エネルギーや振動と波、電気、磁気
について学習する。
④データーをグラフ化したり、グラフから関係を読み取ったりすることが多い。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
自然現象には原理や法則があることを理解し定量的に考察
するために、概念を定義し利用したり、実験したりするこ
とができる。（授業中の活動・定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

物理現象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現
することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

物理基礎 2単位

自然科学 選択必履修

使用教材
物理基礎　改訂版（啓林館）

セミナー物理基礎２０２２（第一学習社）
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７ 各科目シラバス

選択番号 605120103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

①計算力が必要になるので、数学に熱心に取り組んでください。また、できるだけ
数多くの演習問題に取り組んでください。
②大学進学を目指す人は、定期考査の範囲の問題を理解するだけでなく、物理基礎
の内容との関連を考えて、総合的に学習することを心がけましょう。
③物理の選択者は、最終的に物理を受験科目とする場合が多いので、３年間の学習
計画を意識し十分な学習時間を確保してください。

①講義と問題演習が中心になります。予習よりも復習中心になり、宿題や小テスト
で授業の内容を確実に理解していくようにします。
②「波」、「電気と磁気」では、観察や実験などを通して探求し、それらを日常生
活や社会と関連づけて考察できるように学習していきます。
③「さまざまな運動」では運動やエネルギーについて基礎的な考え方に基づき、力
と運動に関する概念や原理・法則を理解し、それらを活用できるようにしていきま
す。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
自然現象には原理や法則があることを理解し定量的に考察
するために、概念を定義し利用したり、実験したりするこ
とができる。（授業中の活動・定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

物理現象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現
することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

自然現象に関心をもち、科学的な視点で授業に意欲的に参
加し、論理的に探究しようとしている。
（授業や実験中の活動・レポート）

使用教材
改定版　総合物理Ⅰ　力と運動・熱（数研出版）

セミナー物理基礎＋物理２０２２（第一学習社）    
選択者の条件
①物理基礎を履修済みの者。
②理系大学で理科で物理を選択する者。特に工学部では物理必修の学科が多い。
③数ⅡＢを履修することが望ましい。関数、三角関数、微分・積分、ベクトルなど
を使います。

進路対応
【補足】医療系は基礎まででよければ、選択しなくてもよい。

物理 4単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 605130101（１年）
605130102（２年） 科目名 単位数

履修年次 １・２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎ ◎ △

授業概要

学習のア
ドバイス

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようとしている。
（授業中の活動・提出物）

①物質を構成している粒子の種類と、その結合をまず学習します。ここでは、物質
を粒子の集合体と考え、粒子観を身につけます。
②化学反応によって何ができるかだけでなく、どのくらいの量の物質が生成したり
消費されたりするのかを計算で求めます。日頃から計算機を使わずに計算するよう
にしましょう。
③物質の変化については、酸・塩基の反応と酸化還元反応について学習します。身
近な変化について関心を持ち、理論的に考えることが大切です。

選択の条件
①物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から２年次までに３科目以上が必履修
となる。
②「化学」を選択するには、化学基礎を履修しておかなければならない。
③医療系、管理栄養士・栄養士、調理師、美容・理容師などの進路希望の者
④危険物取扱者試験を受験する者
⑤食品化学を選択する者

進路対応
【補足】理系大学進学で、「化学」を受験科目とする場合、1年次で「化学基
礎」、2年次で「化学」を選択することが望ましい。

①講義と問題演習が中心になります。予習はほとんど必要ありませんが、宿題や小
テストで授業の内容を確実に理解していきます。
②「物質の成り立ち」では原子、分子、イオンなどの粒子の構造について学習しま
す。
③「物質の変化」では物質量と化学反応式、中和反応、酸化還元反応（電池や電気
分解を含む）を学習します。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けて
いる。
（定期考査・小テスト・提出物・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観
察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表
現するなど、科学的に探究している。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

化学基礎 ２単位

自然科学 選択必履修

使用教材

１年次；高等学校　化学基礎（第一学習社）
2年次：改訂 新編化学基礎（東京書籍）

新課程　ニューアチーブ　化学基礎（東京書籍）
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７ 各科目シラバス

選択番号 605140102（２年）
605140103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ ◎ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

①教科書の内容は化学基礎よりも高度で、計算が多いので、授業で学習した範囲の
問題を自分で積極的に解き、分からない問題を質問して実力をつけましょう。
②覚えた事項をどう使うかの学習なので、暗記すべき事項は確実に覚えましょう。
③大学進学を目指す人は、定期考査の範囲の問題を理解するだけでなく、化学基礎
の内容との関連を考えて、総合的に学習することを心がけましょう。

①講義と問題演習が中心になります。予習よりも復習中心になり、宿題や小テスト
で授業の内容を確実に理解していくようにします。
②化学反応式の量的関係を利用して反応熱を求めることから、ヘスの法則を利用し
て反応熱を求めるところまで発展します。
③化学的内容をいくつか関連付けて問題を解いていきます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの技能を身に付けて
いる。
（定期考査・小テスト・提出物・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観
察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表
現するなど、科学的に探究している。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようとしている。
（授業中の活動・提出物）

使用教材
改訂　新編化学（東京書籍）

セミナー　化学基礎＋化学（第一学習社）

選択者の条件
①化学基礎を履修済みの者
②理系大学進学で理科で化学を選択する者
③国公立大学文系で大学入学共通テストの理科で化学を選択する者
④看護医療系で理科で化学を選択する者
⑤管理栄養士を目指している者

進路対応 【補足】
国公立大学文系は基礎科目2科目でも受験できるので、よく考えて選択すること。
看護医療系は基礎まででよければ、選択しなくてもよい。

化学 ４単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 605150101（１年）
605150102（２年） 科目名 単位数

履修年次 １・２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ◎ △ △

授業概要

学習のア
ドバイス

生物のもつ特徴としての多様性と共通性に関心をもち、生
命現象を科学的に探求しようとする心構えをもつことがで
きる。（授業中の活動・提出物）

①身近な物質や自然現象について興味を持って注意深く観察し、なぜそうなるのか
考えることが必要です。
②授業で学習したことを問題集を解きながら復習して、理解を深めていきましょ
う。
③大学進学を目指す者は、定期考査のための学習に留まらず、過去に学習した内容
を定期的に復習し、知識を定着させましょう。

選択の条件としては、次のとおりとします。
①物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から２年次までに３科目以上が必履修
となる。
②「生物」を選択するには、生物基礎を履修しておかなければならない。
③大学入試に対応できます。特に、医療・看護系、生物・農学分野への進学希望者
は必ず履修してください。

進路対応
【補足】医療系・生物・農学分野への進学希望者は必ず履修すること。

①講義が中心になります。予習はほとんど必要ありませんが、宿題や小テストで授
業の内容を確実に理解していきます。
②「生物の特徴」、「遺伝子とそのはたらき」、「生物の体内環境とその維持」、
「植生の多様性と分布」、「生態系とその保全」など生物の基礎を学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

生物のもつ共通性の由来、多様性について理解し、実験計
画に沿った観察・実験の実行と結果の整理を行うことがで
きる。（定期考査・小テスト・レポート）

思考力・判断力
・表現力

生物のもつ共通性の由来、多様性の由来について考察し、
導き出した考えを的確に表現できる。（授業中の活動・発
表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

生物基礎 ２単位

自然科学 選択必履修

使用教材
改訂版　新編生物基礎（数研出版）

改訂版　新編生物基礎準拠ノート　まとめと問題（数研出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 605160102（２年）
605160103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

①身近な物質や自然現象について興味を持って注意深く観察し、なぜそうなるのか
考えることが必要です。
②授業で学習したことを問題集を解きながら復習して、理解を深めていきましょ
う。
③大学進学を目指す者は、定期考査のための学習に留まらず、過去に学習した内容
を定期的に復習し、知識を定着させましょう。

①講義と問題演習が中心となる。
②いろいろな生命現象を文章でまとめたり、グラフを読み取ったりすることが多
い。
③生物基礎の内容をより発展的に取り扱い、生命科学を深めていく。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
生物現象について分子レベルで理解し、目的意識をもって
観察・実験の実行と結果の整理を行うことができる。
（定期考査・小テスト・レポート）

思考力・判断力
・表現力

生物現象について分子レベルで考察し、物質の働きについ
て説明できる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

生物基礎で学んだ内容に関心をもち、生命現象を科学的に
探求する心構えをもつことができる。
（授業中の活動・提出物）

使用教材
改訂版　生物（数研出版）

三訂版　リードLightノート　生物（数研出版）

選択の条件としては、次のとおりとします。
①「生物」を選択するには、生物基礎を履修しておかなければならない。
②大学入試に対応できます。特に、医療・看護系、生物・農学分野への進
学希望者はできるだけ履修してください。

進路対応
【補足】受験科目として履修すること。

生物 ４単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 605170101（１年）
605170102（２年） 科目名 単位数

履修年次 １・２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ ◎ △

授業概要

学習のア
ドバイス

地球や宇宙についての基礎的な事象に主体的に関わり、課
題意識を高め、意欲的に追及することができる。
（授業中の活動・提出物）

①教科書を読み、用語の意味を理解する。
②よくわからない部分があれば授業で質問する。
③授業の内容を確認し、重要事項を覚える。
④その日の授業内容に対応する問題を解く。
⑤科学に関するニュースについて調べる。

選択者の条件
①「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」、「地学基礎」の中から２年次まで
に３科目以上を必ず履修すること。
②２年次以降「地学」を選択する場合は必ず履修すること。
③大学等への進学希望者で、入試で地学が必要な者は必ず履修すること。
④火山・地震・気象・宇宙など地学的事象に興味・関心がある場合は履修するこ
と。

進路対応
【補足】センター試験を地学で受験する場合や理学部地球科学科等、地学が入試科
目にある場合は必ず選択すること。

①講義と問題演習が中心となる。
②データーをグラフ化したり、グラフから関係を読み取ったりすることが多い。
③講義と問題演習の内容は次のとおり。
　　・地球の形と大きさ・地球を構成する物質
　　・火山活動・地震活動・プレートテクトニクス
　　・大気の性質・海水の性質・地球のエネルギー収支
　　・大気中の水蒸気と天気の変化・気象現象
　　・太陽系の構成・太陽系の誕生と進化・恒星の特徴・宇宙と銀河

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
地球や宇宙についての基礎的な事象を科学的に理解し、事
象の関するデータを図や表にまとめる事ができる。
（定期考査・提出物・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

地球や宇宙についての基礎的な事象を科学的観点から考察
し、導き出した考えを的確に表現することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

地学基礎 2単位

自然科学 選択必履修

使用教材

１年次：高等学校　地学基礎（数研出版）
２年次：新編　地学基礎（数研出版）

１年次：新課程　リードLightノート　地学基礎（数研出版）
２年次：改訂版　リードLightノート　地学基礎（数研出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 605180102（２年）
605180103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①教科書を読み、用語の意味を理解する。
②よくわからない部分があれば授業で質問する。
③授業の内容を確認し、重要事項を覚える。
④その日の授業内容に対応する問題を解く。
⑤科学に関するニュースについて調べる。

①講義と問題演習が中心となる。
②データーをグラフ化したり、グラフから関係を読み取ったりすることが多い。
③学習内容は地学基礎と同じだが、地学基礎で「発展」「参考」とされている内容
も含めてより深く学習する。
　例えば「重力」、「ジオイド」、「地磁気」、「アイソスタシー」、「走時曲
線」、「ケイ酸塩鉱物」、「固溶体」、「地質図」、「放射性同位体」、「電離
層」、「大気の安定・不安定」、「氷晶雨」、「地衡風」、「高層天気図」、「絶
対等級」、「スペクトル型」、「ＨＲ図」、「星の種族」、「宇宙の膨張」など。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
地球や宇宙についての様々な事象を科学的に理解し、事象
の関するデータを図や表にまとめる事ができる。
（定期考査・提出物・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

地球や宇宙についての様々な事象を科学的観点から考察
し、導き出した考えを的確に表現することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

地球や宇宙についての様々な事象に主体的に関わり、課題
意識を高め、意欲的に追及することができる。
（授業中の活動・提出物）

使用教材
新編　地学　（数研出版）　

なし
選択者の条件
①「地学基礎」を履修していること。
②大学等への進学希望者で、入試で地学が必要な者は必ず履修すること。

進路対応
【補足】理学部地球科学科等、地学が入試科目にある場合は必ず選択すること。

地学 ４単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 605190103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

自然現象に関心をもち、科学的な視点で授業に意欲的に参
加し、論理的に探究しようとしている。
（授業や実験中の活動・レポート）

①基礎的な数学Ⅰ・Ａ，Ⅱ・Ｂ、Ⅲの内容を使用するので、数学に対しても熱心に
取り組んでください。
②物理は、数多くの演習問題に取り組むことで、実力が養成されます。手を動か
し、自分自身で考えならが問題に取り組んでください。
③大学進学を目指す人は、定期考査の範囲の問題を理解するだけでなく、物理基礎
の内容との関連を考えて、総合的に学習することを心がけましょう。
④分からない場合は、その日のうちに授業担当者に質問に行きましょう。後回しに
すると、取り返しのつかない状況に陥ってしまいます。

選択者の条件
①２年次までに物理基礎を履修済みの者。
②理系大学で理科で物理を選択する者。特に工学部では物理必修の学科が多い。
③数学Ⅰ・Ａ、数学Ⅱ・Ｂを履修済みの者。

進路対応
【補足】必ず『物理』４単位と『自然と科学』２単位を合わせて履修し、課外の物
理も必ず受講すること。

①講義と問題演習が中心になります。予習・復習を行い、練習問題を板書し、発表
します。さらに、宿題や小テストで授業の内容を確実に理解していくようにしま
す。
②「力学」、「熱」、「波動」、「電磁気」、「原子」の５つの分野を取り扱い、
それらを日常生活や社会と関連づけて考察できるよう学習していきます。具体的に
は、物理基礎・物理の内容を含む総合演習を行います。
③大学入学共通テストや４年制理系大学進学等を意識して、難問に取り組み、入試
に対応できる実力の養成を図ります。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

自然現象には原理や法則があることを理解し定量的に考察
するために、概念を定義し利用したり、実験したりするこ
とができる。（授業中の活動・定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

物理現象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現
することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

自然と科学 ２単位

自然科学 選択履修

使用教材
なし

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 605200103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ ◎ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

①問題集の内容は高度で、計算が多いので、授業で学習した範囲の問題を自分で積
極的に解き、分からない問題を質問して実力をつけましょう。
②覚えた事項をどう使うかの学習なので、暗記すべき事項は確実に覚えましょう。
③大学進学を目指す人は、定期考査の範囲の問題を理解するだけでなく、化学基礎
の内容との関連を考えて、総合的に学習することを心がけましょう。

①化学基礎の内容をより発展的に学習します。講義と問題演習が中心になります。
②化学的内容をいくつか関連づけて問題を解いていきます。
③実験実習を行い実験操作の内容を確認していきます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの技能を身につけて
いる。（定期考査・小テスト・提出物・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観
察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表
現するなど、科学的に探究している。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的に探究しようとしている。
（授業中の活動・提出物）

使用教材
なし

大学入学共通テスト対策問題集　化学基礎（実教出版）

選択者の条件
①「化学基礎」を履修していること。
②大学等への進学希望者で、入試で「化学基礎」、「化学」が必要な者は、３年次
で必ず選択して履修すること。

進路対応 【補足】
国公立大学文系は基礎科目2科目でも受験できるので、よく考えて選択すること。
看護医療系は基礎まででよければ、選択しなくてもよい。

物質と科学 ２単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 605210103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

生物のもつ特徴としての多様性と共通性に関心をもち、生
命現象を科学的に探求しようとする心構えをもつことがで
きる。（授業中の活動・提出物）

①教科書を読み、用語の意味を確認する。
②よくわからない部分があれば授業で質問する。
③授業の内容を確認し、重要事項を覚える。
④その日の授業内容に対応する問題を解く。
⑤科学に関するニュースについて調べる。

選択者の条件
①「生物基礎」を履修していること。
②大学等への進学希望者で、入試で「生物基礎」、「生物」が必要な者は、３年次
で必ず選択して履修すること。

進路対応
【補足】「生物基礎」または、「生物」が入試科目にある場合は、３年次で必ず選
択して履修すること。

①生物基礎の内容を、より発展的に取り扱い生命科学を深めていきます。
②講義と問題演習が中心となります。
③いろいろな生命現象を文章でまとめたり、グラフを読み取ったりすることが多
い。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

生物のもつ共通性と多様性について、その由来を理解する
ことができ、実験計画に沿った観察・実験の実行と結果の
整理を行うことができる。（定期考査・小テスト・レポー
ト）

思考力・判断力
・表現力

生物のもつ共通性の由来、多様性の由来について考察し、
導き出した考えを的確に表現することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

生命と科学 ２単位

自然科学 選択履修

使用教材
なし

四訂版　リードＬｉｇｈｔノート生物基礎　（数研出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 605220103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①教科書を読み、用語の意味を確認する。
②よくわからない部分があれば授業で質問する。
③授業の内容を確認し、重要事項を覚える。
④その日の授業内容に対応する問題を解く。
⑤科学に関するニュースについて調べる。

①地学基礎の内容のうち、地震・火山・岩石・地層・化石の知識を応用し、激しい
地殻変動が多発する日本列島の自然を地球科学的に理解していく。
②講義と問題演習が中心となる。
③データーをグラフ化したり、グラフから関係を読み取ったりすることが多い。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
地球や宇宙についての様々な事象を科学的に理解し、事象
の関するデータを図や表にまとめる事ができる。
（定期考査・提出物・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

地球や宇宙についての様々な事象を科学的観点から考察
し、導き出した考えを的確に表現することができる。
（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

地球や宇宙についての様々な事象に主体的に関わり、課題
意識を高め、意欲的に追及することができる。
（授業中の活動・提出物）

使用教材
なし

なし
選択者の条件
①「地学基礎」を履修していること。
②大学等への進学希望者で、入試で「地学基礎」または「地学」が必要な者は、３
年次で必ず選択して履修すること。

進路対応
【補足】理学部地球科学科等、入試で「地学」または「地学基礎」が必要な者は、
３年次で必ず選択して履修すること。

地球と科学 ２単位

自然科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号
606100101（１年）
606100102（２年）
606100103（３年）

科目名 単位数

履修年次 １～３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

授業概要

学習のア
ドバイス

運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう公正・協
力・責任などに対する意欲を持ち、健康・安全に留意して
学習に主体的に取り組むことができる。（授業中の活動）

・日頃から体調管理をしっかり行い、授業を休まないようにしましょう。
・服装については体育服を着用しますが、タオルや手袋など健康に配慮したものに
ついては、事前に相談し準備しておきましょう。
・日頃から身体や健康について関心を持ちましょう。（テレビなどでよく特集など
があっているので見るようにしてください。）
・特に高校生のこの時期は、人生で最も身体が発達する時期なので日頃からトレー
ニングなどを行いましょう。（運動部への加入が最も有効です。また、ジムや運動
教室などに通うのもよいでしょう。）
・この授業で目的を達成するためには、授業に積極的に参加することが最大の条件
です。

１・２・３年次は全員選択します。

進路対応
【補足】

①自己の課題に応じた運動を生活の中で実践することができるように、体ほぐしや
体力 を高める運動を学びます。
②体育大会に向けて、集団行動や新世体操を学びます。
③自己の記録に挑戦しながら、課題解決の方法を学びます。
④各球技種目の特性や効果的な練習法、正しい審判法、ゲームの運営などについて
学びます。
⑤相手の動きや「技」に応じての攻防を学び、武道の伝統的な考え方や礼儀作法に
ついて学びます。
⑥表現したいテーマをグループで工夫したり、現代的なリズムに合わせてリズムの
取り方や動き方、隊形の工夫の仕方を学びます。
⑦生涯にわたる豊かなスポーツライフのための科学的な知識などを学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

運動の合理的な実践を通して、勝敗を競ったり、攻防を展
開したり、表現したり、運動の特性に応じた段階的な技能
を身につけることができる。（授業中の活動・スキルテス
ト）

思考力・判断力
・表現力

自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み
方を工夫したり、体力を高めるための運動を継続するため
の計画を工夫することができる。（授業中の活動）

主体的に学習に
取り組む態度

体育
１年次（３単位）
２年次（２単位）
３年次（３単位）

必履修

使用教材
なし

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 606110101（１年）
606110102（２年） 科目名 単位数

履修年次 １・2年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

授業概要

学習のア
ドバイス

・日頃から社会の動きに注意を向け、テレビや新聞、雑誌などを通して健康に関す
る話題に目を向ける習慣を身につけましょう。
・講義型の授業では、知識を習得するだけではなく、身近な問題としてとらえ将来
に役立てるようにしましょう。

①現代社会と健康
②安全な社会生活
③生涯を通じる健康
④健康を支える環境づくり

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

健康の保持増進・管理・環境改善のための基礎的な事項や
健康課題の解決に役立つ適切な対応及び保健医療制度や機
関の活用など基礎的な事項を理解している。（ノート・考
査）

思考力・判断力
・表現力

健康を保持増進するための健康課題の解決を目指して、知
識を活用した学習活動などにより、総合的に考え、判断
し、それらを表すことができる。（授業中の活動・発表）

主体的に学習に
取り組む態度

現代社会と健康、安全な社会生活、生涯を通じる健康、健
康を支える環境づくりについて関心を持ち、意欲的に取り
組むことができる。（授業中の活動）

使用教材
現代高等保健体育　(大修館)

現代高等保健体育ノート （大修館）

１，２年次は全員選択します。

進路対応

保健
１年次（１単位）
2年次（１単位）

必履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 606120102（２年）
606120103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ △ ○ △

授業概要

学習のア
ドバイス

多様なレクリエーションやニュースポーツを通して、合理
的・計画的に実践し、主体的に取り組むことができる。
（授業中の活動）

   この授業を通して、レクリエーションの支援者としての資質を身につけて欲しい
と考えています。地域のイベント等に積極的に参加しましょう。また、ボランティ
アとして指導者や運営の手伝いに参加しましょう。
　将来的にレクリエーション・インストラクター、レクリエーション･コーディ
ネーター、福祉レクリエーション・ワーカー、グループレクリエーション・ワー
カー等の資格取得にチャレンジしてください。

   本授業では、レクリエーションの必要性を、基礎理論の学習を通して理解し、施
設などでのイベント等の企画・運営及びその指導法を演習や実技によって修得しま
す。
　授業で学んだ内容をもとに、学童保育所等に、実習を行いに行きます。幼児教
育・社会福祉・健康づくり等の分野に興味・関心がある生徒に履修を勧めます。

進路対応

①レクリエーションの社会的意義・概念・領域を理解し、実際の支援法を体系的に
学びながら、各分野におけるレクリエーション計画の策定及び実施に必要な支援法
を学びます。
②長期休業中に学童保育所等でレクリエーション実習を実施します。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

授業中に学んだ知識を活かし、自分自身がレクリエーショ
ンの企画・運営を実施する実践力を身につけることができ
る。（授業中の活動・実習）

思考力・判断力
・表現力

対象者に応じたレクリエーションの取り組み方や、それを
楽しむための計画を工夫することができる。また、課題解
決の中で安全について配慮することができる。（授業中の
活動・実習）

主体的に学習に取り組
む態度

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 2単位

選択履修

使用教材
なし

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 607100101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

音楽の力をつけるためには、日頃から音楽に「親しむ」ことが大事です！
積極的に授業に参加し、音を大事にしながら音楽を楽しみましょう！
①世の中にはたくさんの音楽であふれています。日頃から、生活や社会の中で流れ
る音楽に、耳を傾けましょう。

①腹式呼吸、発声法など基本から学びます。
②ポピュラー音楽、日本の伝統歌唱、外国の音楽など様々なジャンルの曲をバラン
スよく歌唱します。
③曲の雰囲気に応じた表現を学習します。
④楽器（ギター・キーボード等）の技能を高め、アンサンブルに触れる喜びを体験
します。
⑤楽典、音楽史に関する理論を学びます

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
歌唱・器楽などの技術向上の基礎知識を学ぶ。音楽表現を
するために必要な技術を身につけ、器楽実技への取り組み
を容易にする。（実技テスト・小テスト）

思考力・判断力
・表現力

自己のイメージを膨らませたり、他者のイメージに共感し
たりして音楽を形作っている要素や音楽の働かせ方につい
て考える。また意図をもって表現をする。（授業中の態
度・提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

様々な音楽活動を通して音楽や音楽文化に関心をもち、学
習に主体的に取り組もうとしている。（授業中の態度・提
出物）

使用教材
ＭＯＵＳＡ ①（教育芸術社）

MUSIC　NOTE　基礎から学ぶ高校音楽　（啓隆社）

音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰの中から１科目選択し、履修します。
授業では様々なジャンルの曲を学習し、歌う力・楽譜を読む力を伸ばしながら豊か
な表現力を身につけます。

進路対応
【補足】楽関係や幼児教育学科に進学を希望する者は選択して下さい。

音楽Ⅰ 2単位

選択必履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 607110102（２年）
607110103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

様々な音楽に主体的に関わり、愛好する心情を育むととも
に感性を高め、音楽文化に親しみ、生活や社会を明るく豊
かにしていこうとする。（提出物・授業中の活動）

音楽が好き・歌うことが好きな人は、ぜひ履修してください。
積極的に授業に参加し、音を大事にしながら音楽を楽しみましょう！
①歌唱力の向上を目指すには、常日頃から歌うことが大事です。音楽Ⅰで習得した
発声法を、日頃から使って歌いましょう。
②音楽には、たくさんのジャンルがあります。ジャンルにとらわれず、様々な音楽
を聞きましょう。

音楽Ⅰを履修した者のみ、履修できます。
音楽Ⅰ同様、様々なジャンルの曲を学習し、豊かな表現力を身につけます。より深
い音楽の知識を、幅広く学習します。

進路対応
【補足】音楽関係や保育科に進学を希望する者は選択して下さい。

①ポピュラー音楽、日本の伝統歌唱、外国の音楽など様々なジャンルの曲をバラン
スよく歌唱します。
②曲の歌詞を理解し、豊かな表現法を学習します。
③楽器（ギター・キーボード等）の技能を高め、奏法を学びます。
④楽典、音楽史に関する理論を学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

歌唱・器楽などを通して音楽の構造や音楽の多様性につい
て理解を深めるとともに、音楽表現をするために必要な技
能を身につける。（実技テスト・小テスト）

思考力・判断力
・表現力

個性豊かに音楽表現を創意工夫することや音楽を評価しな
がら良さや美しさを深く味わって聴くことができるように
する。（提出物・授業中の活動）

主体的に学習に取り組む
態度

音楽Ⅱ 2単位

選択履修

使用教材
MOUSA②（教育芸術社）

MUSIC　NOTE　基礎から学ぶ高校音楽　（啓隆社）
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７ 各科目シラバス

選択番号 607120103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

本当に音楽が好きな人は、ぜひ履修してください！
積極的に授業に参加し、音を大事にしながら音楽を楽しみましょう！
①音楽Ⅰ・Ⅱの集大成なので、歌いたい曲や弾きたい曲があれば挑戦してみましょ
う。そのために、日頃からたくさんの音楽を聞きましょう。
②音楽は、表現することが大事です。好きな曲の歌詞をよく読み、思ったことを表
現してみましょう。

①ポピュラー音楽、日本の伝統歌唱、外国の音楽など様々なジャンルの曲をバラン
スよく歌唱します。
②曲の構成・曲想を生かした表現を学習します。
③楽器（ギター・キーボード等）の技能を高め、奏法の工夫を学びます。
④楽典、音楽史に関する理論を学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

曲想と音楽の構造や文化的歴史的背景などとの関わり及び
音楽の多様性について理解し創意工夫や表現上の効果を生
かした音楽表現をするために必要な技能を身につける。
（実技テスト・小テスト）

思考力・判断力
・表現力

音楽に関する知識や技能を総合的に働かせながら個性豊か
に音楽表現を創意工夫したり音楽を評価しながら良さや美
しさを深く味わって聴くことができる。（提出物・授業中
の活動）

主体的に学習に取り組む
態度

主体的・協働的に様々な音楽活動に取り組み、生涯にわた
り音楽を愛好する心情を育感性を高め、音楽文化に親し
み、音楽によって生活や社会を明るく豊かにしていく態度
を養う（授業中の活動・提出物）

使用教材
Joy of Music （教育芸術社）

MUSIC　NOTE　基礎から学ぶ高校音楽（啓隆社）

音楽Ⅰ・Ⅱを履修した者のみ、履修できます。
音楽Ⅰ・Ⅱ同様、様々なジャンルの曲を学習し、豊かな表現力を身につけると共
に、曲想を生かした表現を学びます。

進路対応
【補足】音楽関係や保育科に進学を希望する者は選択して下さい。

音楽Ⅲ 2単位

選択履修

49



７ 各科目シラバス

選択番号 607130101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

授業内容に関心を持ち真摯な姿勢と態度で意欲的に取り組
むことができる。（授業中の活動、提出物）

集中力を身につけましょう。良い作品を作るには「アイデアノート」を作り、常にアンテナ
を張り、アイデアをメモする習慣をつけましょう。
①謙虚な気持ちで自然から学ぶ心を持ちましょう。
②すべて観察するところからアイデアが浮かびます。自然はもちろん世の中のことにも関心
を持ちましょう。
③作品制作は、丁寧に誠実な気持ちで取り組みましょう。
④自分の頭の中で考えただけではアイデアは浮かびません。展覧会、コンサート、演劇、読
書など芸術作品に触れる機会を多く作りましょう。

選択必履修選択者の条件としては、次の通りとします。
①美術系の４年制大学・短大・専門学校進学希望者は、音楽Ⅰ、書道Ⅰではなく、
できるだけ美術Ⅰを選択したほうがいいでしょう。
②「絵画・彫刻」、「デザイン」、「映像メディア」、「鑑賞」に関心があり、積
極的に取り組み、自己表現力を高めたいと考えている者。

進路対応
【補足】美術系の進学の場合、実技試験が課せられる場合が多いので、できるだけ選択を
してください。

①基礎・基本としてのデッサンを学びます。
②デザインの基礎を学びポスターを描き、コンクール等に出品します。
③立体表現として、彫刻の中の塑像を学びます。
④構想表現的な絵画を制作します。
⑤鑑賞の授業を行い、美術の楽しみ方を学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
発想の元になる資料を多方面から収集し著作権法を認識し
技法を活用することができる。（制作作品、レポート）

思考力・判断力
・表現力

日本、東洋、西洋の美術史や技法について理解し、自作作
品及び鑑賞作品を、製作意図、技法などから考察すること
ができる。（授業中の活動、作品、発表、提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

美術Ⅰ 2単位

選択必履修

使用教材
高校生の美術１ （日文）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 607140102（２年）
607140103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

集中力を身につけましょう。良い作品を作るには「アイデアノート」を作り、常に
アンテナを張り、アイデアをメモする習慣をつけましょう。
①謙虚な気持ちで自然から学ぶ心を持ちましょう。
②すべて観察するところからアイデアが浮かびます。自然はもちろん世の中のこと
にも関心を持ちましょう。
③作品制作は、丁寧に誠実な気持ちで取り組みましょう。
④自分の頭の中で考えただけではアイデアは浮かびません。展覧会、コンサート、
演劇、読書など芸術作品に触れる機会を多く作りましょう。

①基礎・基本としてのデッサン及び美術を楽しむスケッチを学びます。
②抽象と具象の違いを学びます。抽象の基本表現を学び抽象画を描きます。
③工芸デザインとして切り絵を制作します。
④アジアや日本美術を調べ学習として学び、発表します。
⑤日本画入門として水墨画を描きます。
⑥鑑賞の授業を行い、美術の楽しみ方を学びます。
⑦映像メディアを学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
発想の元になる資料を多方面から収集し、著作権法を認識
し技法を活用することができる。（制作作品、レポート）

思考力・判断力
・表現力

日本、東洋、西洋の美術史や技法について理解し、自作作
品及び鑑賞作品を、製作意図、技法などから考察すること
ができる。（授業中の活動、作品、発表、提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

授業内容に関心を持ち真摯な姿勢と態度で意欲的に取り組
むことが得きる。（授業中の活動、提出物）

使用教材
高校生の美術 ２　（日文）

なし

選択履修選択者の条件としては、次の通りとします。
①美術系の４年制大学・短大・専門学校進学希望者は、できるだけ美術Ⅱを選択し
たほうがいいでしょう。
②美術Ⅰの履修後選択できます。「絵画・彫刻」、「デザイン」、「映像メディ
ア」、「鑑賞」に関心があり、積極的に取り組み、自己表現力をさらに高めたいと
考えている者。

進路対応
【補足】美術系の進学の場合、実技試験が課せられる場合が多いので、できるだけ
選択をしてください。

美術Ⅱ 2単位

選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 607190101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

書の伝統と文化に関心を持ち、真摯な姿勢と態度で書の表
現や鑑賞の創意工夫に意欲的に取り組むことができる。
（授業中の活動、提出物）

「書」は心の中にある風景をスケッチすることです。一つひとつの作品を大切な人
へのメッセージと思い、表現してください。
①書の用具・用材を大切に扱い、取り組む姿勢を大事にする。
②文字の形にとらわれず、文字の意味や自分の思い描く心を大切にする。
③日頃から社会に目を向け、芸術作品、新聞や雑誌を見て感性を高める。
④ことばとの出会いを大切に、日頃から心に残る言葉を書き留めておく。

芸術では、音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰの中から必ず１科目選択して履修する必要があ
ります。次のように考えている人は選択してください。
①書に興味があり、書を通して自己を主体的に表現し、自己表現力を高めたい。
②美しい文字を書き、感性を高め、生活に生かしたい。

進路対応
【補足】書道での進学を希望する場合は、必ず選択してください。

小・中学校で身に付けた書写能力（文字を正しく整えて読みやすく書くこと）をさ
らに向上し、「書道Ⅰ」では「表現」と「鑑賞」の二つの視点から学習していきま
す。
主な学習内容
①漢字仮名交じりの書（漢字と仮名を調和して書くこと。）
②漢字の書（楷書・行書）、篆刻
③仮名の書
④作品制作

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
古典が制作された概要や時代ごとの書体、用筆法の変遷を
理解し特徴的な字形や用筆法などを正確に臨書することが
できる。(テスト、提出作品)

思考力・判断力
・表現力

古典作品の諸要素や雰囲気を感受し、また技法等を正しく
活用しながら、それに基いて自分の書の表現に取り入れる
ことができる。（提出作品、テスト）

主体的に学習に取り組
む態度

書道Ⅰ ２単位

選択必履修

使用教材
書Ⅰ（光村）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 607200102（２年）
607200103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

「書」は書く人により、また、書く時の感情や環境により、さまざまな表情をしま
す。その表情を感じとることが大切です。
①書の用具・用材を大切に扱い、取り組む姿勢を大事にする。
②文字の形にとらわれず、文字の意味や自分の思い描く心を大事にする。
③日頃から社会に目を向け、芸術作品、新聞や雑誌を見て、感性を高める。
④自分の中から湧き出る言葉を常に書き留めておく。

「書道Ⅱ」では「書道Ⅰ」の学習を基礎にして、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸
ばしていきます。
主な学習内容
①漢字仮名交じりの書
②漢字の書（篆書、隷書、草書、行書、楷書）、篆刻（刻字）
③仮名の書
④作品制作

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
古典が制作された概要や時代ごとの書体、用筆法の変遷を
理解し特徴的な字形や用筆法などを正確に臨書することが
できる。(テスト、提出作品)

思考力・判断力
・表現力

古典作品の諸要素や雰囲気を感受し、また技法等を正しく
活用しながら、それに基いて自分の書の表現に取り入れる
ことができる。（提出作品、テスト）

主体的に学習に取り組
む態度

書の伝統と文化に関心を持ち、真摯な姿勢と態度で書の表
現や鑑賞の創意工夫に意欲的に取り組むことができる。
（授業中の活動、提出物）

使用教材
書Ⅱ（光村）

なし
「書道Ⅱ」は「書道Ⅰ」を履修済みの人が履修することができます。次のように考
えている人は選択してください。
①書に興味・関心があり、書道Ⅰで学んだ基礎的な能力をさらに伸ばし、作品制作
を通して、個性豊かな表現力を身につけたい。
②美しい文字を探求し、さらに感性を高め、生活に生かしたい。

進路対応
【補足】書道での進学を希望する場合は、必ず選択してください。

書道Ⅱ ２単位

選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 607220102（２年）
607220103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

主体的・協働的に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する
心情を育むとともに感性を高め、歌うことによって生活や
社会を明るく豊かにしていこうとしている。（授業中の活
動）

自分の声の特徴を知って、それを生かし歌うことができるようになると、自己表現
の幅が徐々に広がります。一人で歌うのは恥ずかしいな、という気持ちも、積極的
に練習を重ねることで大きな自信につながっていきます。そして気持ち良くハモる
ことを練習・体感することでコミュニケーション力もアップします。実技の授業で
すので、前向きに楽しむことを第一に参加してください。

この科目では、１年次で「音楽Ⅰ」を履修しておくことが望ましいですが、個人の
これまでの音楽経験等によってはこの限りではありません。音楽の中でも、歌を歌
うことに限定してテクニックや表現力を身に付ける授業ですので、歌うことが好
き、歌がうまくなりたい人は履修してください。まずは一人一人のヴォ－カル力や
リズム感覚を高めることから始めます。確実な音程はもちろん、曲のメロディーや
詩の持つ世界感を表現できるように身体やを使って声をコントロールできるように
トレーニングします。そののち気持ちよく「ハモる」ことの実践を目指していきま
す。

進路対応
【補足】将来、音楽を必要とする職業に携わろうと思っている、音楽を趣味として生活に取り
入れていきたいという生徒は選択を勧めます。

①腹式呼吸や発声の基礎を学ぶことで、喉に負担をかけずしっかり身体を使って声
を出すことを身に付ける。
②自分の音域を知り、練習曲等の課題を通じてその幅を徐々に広げていく。(身体を
使っての歌唱を続けることで、音域は広がっていく)
③曲を歌いながら、言葉の扱い方や表現方法、リズムの感覚を身に付けると同時
に、マイクの扱い方を覚える。
④歌唱に慣れてきたら、簡単なハ－モニ－練習から始めて、ハモる感覚を覚えてい
く。
⑤簡単なステップを取り入れることで、リズム感をさらに高め、表現の幅を広げ
る。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
曲想と音楽の多様性について理解を深めるとともに創意工
夫を生かした歌唱表現をするために必要な技能を身につけ
ている。（実技テスト）

思考力・判断力
・表現力

曲の構成や歌詞の内容を深く理解し、それに合った歌唱表
現を行う。個性豊かに音楽表現を創意工夫し、音楽の良さ
や美しさを深く味わって聴くことができる。（授業中の活
動）

主体的に学習に取り組
む態度

ヴォーカルアンサンブル 2単位

選択

使用教材
なし

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 607230103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①地域文化に関心を持って取り組むと楽しい授業になります。
②日常生活で使っている工芸品（用の美）について、アンテナを張って考え、見て
いきましょう。
③地域の工芸品展示場所や販売所に行ってみましょう。（大牟田駅前の観光プラ
ザ、瀬高駅構内、八女伝統工芸館、地場産久留米等）

①伝統的工芸品とは何かをまず学びます。（経産大臣指定、県知事指定）
②大牟田の民・工芸品について学びます。
③瀬高・柳川・大川の民・工芸品について学びます。
④筑後・八女の民・工芸品について学びます。
⑤久留米・三潴の民・工芸品について学びます。
⑥赤坂人形、黒埼ガラガラ、雉車、押し花などから選択して実技を行います。
⑦工芸職人の特別授業があります。
⑧八女伝統工芸館、久留米絣工房の見学に行きます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
有明の伝統的工芸品について知識として習得し、配布され
た資料、PCの情報などを有効に活用することができる。
（試験、発表）

思考力・判断力
・表現力

日本の伝統的工芸品について、諸課題を現代の文化、価値
観の観点から考察することができる。（授業中の態度、発
表）

主体的に学習に取り組
む態度

日本及び有明地域の工芸品に関心を持ち、課題意識を高め
意欲的に研究することができる。（授業中の活動、発表、
作品）

使用教材
なし

なし

選択必履修選択者の条件としては、次の通りとします。
①有明地域文化に、興味・関心がある者。
②座学と鑑賞、調べ学習、実技体験に関心がある者。
③積極的に取り組み、自己表現力をさらに高めたいと考えている者。

進路対応
【補足】特に美術系の進学でなく地域文化に関心があり、その方面の進学を考えて
いる人は、できるだけ選択をしてください。進学以外に地域文化に関心がある人も
選択をしてください。

有明の伝統工芸 2単位

地域文化 選択履修

55



７ 各科目シラバス

選択番号 607240102（２年）
607240103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

〇

授業概要

学習の
アドバイ

ス

実用的な書に関心を持ち、真摯な姿勢と態度で意欲的に取
り組むことができる。(授業中の活動、提出物)

文字を書くことは、人と人とを繋ぐコミュニケーションの手段の１つです。届ける
相手にわかりやすく自分の意思を伝えることが大切です。
①書の用具・用材を大切に扱い、取り組む姿勢を大事にする。
②日頃から文字を正確に・読みやすく・美しく書くことを意識し、根気強く取り組
む。
③他者に文字を評価してもらい、意思が伝わっているか確認する機会を作る。

「実用書道」は、「書道Ⅰ」、「書道Ⅱ」を履修していなくても履修することがで
きます。次のように考えている人は選択してください。
①文字を基礎から学び、美しい文字を書きたい。
②手紙、はがき、のし袋、インテリア書等、日常生活の中の書を学び、生活に生か
したい。

進路対応
【補足】　就職を希望している人で、文字を書く機会が多くなる人は、できるだけ選択してく
ださい。

硬筆・毛筆の用筆・運筆、基本点画から学習し、日常生活で使用する様々な文書の
美しい書き方を学んでいきます。
主な学習内容
①漢字・仮名の基本(毛筆・硬筆)
②生活の中の書（手紙、はがき・封筒の表書き、招待状の返信、のし袋等）
③作品制作（インテリアに合う書）

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
文字の変遷や、実用的な書の背景、付随するしきたり等を
理解し、形や技法に注意しながら、読みやすく美しい文字
を書くことがきできる。（テスト、提出物）

思考力・判断力
・表現力

資料にある字形や構成等の表現の仕方を参考に書の表現の
諸要素を感受し、それに基づいて自分の表現を工夫するこ
とができる。　(授業中の活動、提出物)

主体的に学習に取り組
む態度

実用書道 ２単位

ビジネス 選択履修

使用教材
なし

実用の書範　（高山草月堂）
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７ 各科目シラバス

選択番号 607250103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

授業概要

学習の
アドバイ

ス

○さまざまな角度から物事を観察し、創造力を養いましょう。
○集中して授業に取り組み、粘土の感覚を早く身につけましょう。

○手びねりを通じての陶芸の基礎学習
○ロクロでの成形を通しての量産食器の製造
○オブジェの制作

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
製造や焼成についての基本知識を理解し、作品制作に取り
組むことができる。（活動・提出物）

思考力・判断力
・表現力

自らのイメージを具現化することに真摯に取り組み、制作
に反映することができる。（作品・テスト）

主体的に学習に取り組
む態度

制作活動に集中し、一つ一つの作品を粘り強く着実に仕上
げることができる。（活動）

使用教材
なし

なし

○美術系の大学・専門学校進学希望者で、粘土での作品制作に興味・関心の強い生
徒は選択してください。

進路対応
【補足】

陶芸教室 ２単位

選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 607260102（２年）
607260103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ △ ○ △

授業概要

学習のア
ドバイス

漫画の制作を通して、主体的に創造活動に取り組
み、工夫して表現しようとすることができる。（授
業中の活動）

   極めて簡単です！
紙とペン、それと畳一帖分のスペースもあれば誰でも漫画は描けます。細
かいテクニックや知識を身につけるのは後回し！　まずは描く！「絵が下
手」＝「漫画も下手」というのは勝手な思い込みで、アイデア次第でいく
らでも描けることを学びます。「誰かのマネ」ではなく「自分らしさ」を
大事にして素直な漫画を描いてください。

   この授業では、漫画の基礎的な知識・技術を身につけ、自由でオリジナ
リティーあふれる作品作りを目標とし、学習していきます。漫画を創作す
ることにより、読み手としてだけでなく、作家としての視点で漫画に関わ
ることができ、今までとは違う新しい楽しさを知ることができます。
　自らの創作活動に活かすことができるよう優れた作品を鑑賞し、漫画特
有のユニークな表現方法・デッサンの技術を高めます。

進路対応
【補足】大学には漫画学科などのコースも増えています。

・効率的な創作手順を学びます。
・テーマ・キャラクター・構成・コマ割り等のアドバイス
・さまざまな道具の使い方

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

芸術表現としての漫画の意義について理解し、漫画
独特の表現やその技法についてその良さを感じるこ
とができる。（作品）

思考力・判断力
・表現力

個性を尊重しながら生活や文化と関連づけて、主人
公の心情を表現し、構成を工夫して読者に伝えよう
とすることができる。（作品）

主体的に学習に取り組
む態度

漫画入門 ２単位

選択履修

使用教材
なし

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 608100101 科目名 単位数

履修年次 1年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

 この科目は、１年次全ての生徒にとって重要な科目になります。
効果的に学習するために、次のことを確実に行いましょう。
①予習…英文・英単語をノートに書き、その意味を調べ、ノートにまとめる。その
際、自学では理解できなかった点を整理しておく。
②授業…予習で理解した内容が正しいか、授業で確認する。また、予習で理解でき
なかった点を授業を通して理解する。ペアワーク・グループワークで、学習内容を
実際にコミュニケーションの中で使うトレーニングをする。
③復習…授業で学習した内容を家庭学習で振り返り、理解を深める。

①中学校で学習した内容を繰り返し学習し、定着を図ります。
②教科書を通して、英語で聞いたことや読んだことを踏まえた上で、生徒同士で話
したり書いたりするなどの英語活動を行います。
③副教材を使って様々な基礎的な語彙を身につけ、表現力を高めます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解することができる。（授業中の活動・提出物・小テス
ト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手、書
き手に配慮しながら、主体的・自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

使用教材
MY WAY English Communication Ⅰ （三省堂）

 WordTree 3000英単語・熟語（文英堂）

１年次生徒全員が履修します。

進路対応
【補足】授業を通して、実用英語技能検定などの試験に通用する力も高めることが
できます。（英検３級・準2級など）

英語コミュニケーションⅠ 4単位

人文科学 必履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 608110102 科目名 単位数

履修年次 2年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手、書
き手に配慮しながら、主体的・自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

 この科目は、すべての2年次生、とくに進学希望の生徒にとって、重要な科目にな
ります。効果的に学習するために、次のことを確実に行いましょう。
①予習…英文・英単語をノートに書き、その意味を調べ、ノートにまとめる。その
際、自学では理解できなかった点を整理しておく。
②授業…予習で理解した内容が正しいか、授業で確認する。また、予習で理解でき
なかった点を授業を通して理解する。ペアワーク・グループワークで、学習内容を
実際にコミュニケーションの中で使うトレーニングをする。
③復習…授業で学習した内容を家庭学習で振り返り、理解を深める。

２年次生徒全員が履修します。

進路対応
【補足】授業を通して、実用英語技能検定などの試験に通用する力も高めることが
できます。（英検準2級・2級など）

①英語コミュニケーションⅠで学習した内容を振り返り、定着を図ります。
②教科書を通して、英語で聞いたことや読んだことを生徒同士で話し合うなどし
て、結論をまとめたり、まとまりのある文章を書くなどの英語活動を行います。ま
た、英文について速読・精読するなど、目的に応じた読み方を身につけます。
③副教材を使って様々な標準的な語彙を身につけ、表現力を高めます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解することができる。（授業中の活動・提出物・小テス
ト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

英語コミュニケーションⅡ 4単位

人文科学 原則履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 608120103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

　この科目は、上級学校進学希望の生徒にとって、極めて重要な科目になります。
効果的に学習するために、次のことを確実に行いましょう。
①予習…英文・英単語をノートに書き、その意味を調べ、ノートにまとめる。その
際、自学では理解できなかった点を整理しておく。
②授業…予習で理解した内容が正しいか、授業で確認する。また、予習で理解でき
なかった点を授業を通して理解する。ペアワーク・グループワークで、学習内容を
実際にコミュニケーションの中で使うトレーニングをする。
③復習…授業で学習した内容を家庭学習で振り返り、理解を深める。

①英語コミュニケーションⅡで学習した内容を更に深め、定着を図ります。
②教科書を通して、英語で聞いたことや読んだことを生徒同士で話し合うなどし
て、結論を まとめたり、まとまりがある文章を書くなどの英語活動を行います。ま
た、英文について速読・精読するなど、目的に応じた読み方を身につけます。
③副教材を使って様々な標準的な語彙を身につけ、表現力を高めます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解することができる。（授業中の活動・提出物・小テス
ト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手、書
き手に配慮しながら、主体的・自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

使用教材

選択の条件としては、次の通りとします。
①4年制大学・短期大学・看護医療系専門学校進学希望者で、受験に英語が課せら
れている者。
②難解な英語を学習したい者。

進路対応
【補足】授業を通して、大学入試に対応する力を高めることができます。

英語コミュニケーションⅢ 4単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 608130102（２年）
608130103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２，３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手、書
き手に配慮しながら、主体的・自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

基本的な文法から確認をしていきますので、一つ一つの英文を確実に自分のものに
していきましょう。
①授業の前にあらかじめ教科書の問題に取り組む。
②授業では、予習で考えたものと照らし合わせて、適切な英語の表現を確認する。
③基本的な英語の表現を身につけるために、学習した英文を音読したり書いたり、
その表現を使って自分でさまざまな場面を設定し、英文を作ってみる。

選択者の条件としては、次の通りとします。
①４年制大学・短期大学・看護医療系専門学校進学希望者で、受験に英語が課せら
れている者。
②コミュニケーション能力を高め、英語の語彙や表現を身につけたい者。

進路対応
【補足】　ライティングの力をつけたい人は取ることが望ましい。更に力をつけたけ
れば、３年次で論理・表現Ⅱを取ることが望ましい。

次のような英語の言語活動を行います。
①さまざまな話題や場面について、英語で書いたり話したりする。
②与えられた話題について対話したり発表したりする。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解することができる。（授業中の活動・提出物・小テス
ト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

論理・表現Ⅰ 2単位

人文科学 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 608140103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

   まとまりのある英文を書いたり意見を述べるためには、日頃から多くの本を読ん
だりニュースを見たりして教養を深め、社会情勢を知っておくことが必要です。
①授業の前にあらかじめ教科書の問題に取り組む。
②授業では、予習で考えたものと照らし合わせて、適切な英語の表現を確認する。
③基本的な英語の表現を身につけるために、学習した英文を音読したり書いたり、
その表現を使って自分でさまざまな場面を設定し、英文を作ってみる。
④さまざまな話題について知るために、英字新聞や英語の雑誌やニュースなどを利
用する。

次のような英語の言語活動を行います。
①さまざまな話題や場面について、まとまりのある英文を書いたり話したりする。
②聞いたり読んだり、学んだこと、自分の経験を英語で書いて発表をする。
③発表されたものを聞いて、内容について質問したり意見を述べたりする。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解することができる。（授業中の活動・提出物・小テス
ト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手、書
き手に配慮しながら、主体的・自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

使用教材

選択者の条件としては、次の通りとします。
①４年制大学・短期大学・看護医療系専門学校進学希望者で、受験に英語が課せら
れている者。
②難解な英語（論文）を学習したい者。
③論理・表現Ⅰを履修した者。

進路対応
【補足】授業を通して、実用英語技能検定試験（２級・準２級）のライティング分
野にも対応できる力をつけることができます。

論理・表現Ⅱ 4単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 608160102（２年）
608160103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

授業概要

学習のア
ドバイス

コミュニケーションに関心を持ち、その背景にある文化を
理解して積極的に言語活動を行い、コミュニケーションを
図ることができる。（授業中の活動・発表・提出物）

①繰り返し音声を聞いて発音の練習をしましょう。
②わからない単語などは調べる習慣を身につけましょう。
③単語を覚えることにより、語彙力を身につけましょう。
④中国語は学んでいて、とても楽しい言語です。発音はリズム感があり、文字は親
しみやすい漢字です。「勉強しよう」、「マスターしよう」と意気込むよりも、ま
ず中国語を「好きになってみる」ことから始めましょう。
⑤語学を習得するうえで大切なのは、「続けること」です。少しずつ続けていけ
ば、いつの間にか大きな力となっているものです。

選択の条件は次の通りとします。
①初めて中国語を学ぶ者。
②高い学習意欲を持ち、積極的に中国語の学習に取り組める者。
③将来、身につけた中国語を生かした職業に就きたいと思っている者。

進路対応
【補足】原則として、進学に直接関わる科目ではありません。教養として身につけ
る内容です。

①発音練習を繰り返し行います。文法は例文を補充して説明します。
②日常的な話題について、中国語でコミュニケーションを図る積極的な態度を育て
ます。
③中国の習慣・文化・現状について質疑応答やディスカッションを通じて学習を進
めます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
中国語の学習を通して知識を身につけるとともに、聞いた
り、読んだりして情報や考えを的確に理解することができ
る。（授業中の活動・小テスト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

中国語で話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に
伝えることができる。(授業中の活動・発表・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

中国語 ２単位

人文科学 選択履修

使用教材
なし

≪最新版≫　１年生のコミュニケーション中国語（白水社）
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７ 各科目シラバス

選択番号 608170102（２年）
608170103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

授業概要

学習のア
ドバイス

　韓国語はリズムがとても大切です。１日１０分でもいいから、毎日発音の練習を
しましょう。「継続は力なり」です。

①テキストに沿って韓国の文化や習慣を紹介します。
②韓国語の入り口である文字（ハングル）を覚えることを当面の目標とします。
③文字と発音を身につけます。
④韓国固有の文化を学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

韓国語の学習を通して知識を身につけるとともに、聞いた
り、読んだりして情報や考えを的確に理解することができ
る。
（授業中の活動・小テスト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

韓国語で話したり書いたりして、情報や自分の考えなどを
適切に伝えることができる。(授業中の活動・発表・定期考
査）

主体的に学習に取り組
む態度

コミュニケーションに関心を持ち、その背景にある文化を
理解して積極的に言語活動を行い、韓国語でコミュニケー
ションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

使用教材
なし

Ｐｏｉｎｔで学ぶ韓国語 Ⅰ　（花書院）

選択の条件は次の通りとします。
①初めてハングルを学ぶ者。
②韓国や韓国文化に興味のある者。
③将来、身につけたハングルを生かした職業に就きたいと思っている者。

進路対応
【補足】原則として、進学に関わる科目ではありません。教養として身につける科
目です。

ハングル 2単位

人文科学 選択履修
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各科目シラバス

選択番号 609100101 科目名 単位数

履修年次 1年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

よりよい社会の構築に向けて、自分や家庭、地域の生活の
充実向上を図るための取り組むことが具体的にできてい
る。（グループ活動・実習・レポート）

・日頃から家庭生活に関心を持ちましょう。
・学習したことを自分のものにするためにも、家庭内の仕事に積極的に取り組みま
しょう。
・新聞やニュースを視聴することにより、現在の家庭生活に関する課題を知り、そ
れを解決するためにはどうすればよいか、考える習慣をつけましょう。

「家庭総合」との選択になります。「家庭総合」を選択する必要のない生徒は「家
庭基礎」を選択してください。

進路対応
【補足】

①家庭・家族の意義、男女が協力して家庭を作っていくことを学びます。
②子どもと高齢者の生活と福祉について学びます。
③健康を維持するための食生活の大切さを学びます。
④衣生活と住生活における健康と安全について学びます。
⑤資源や環境に配慮した、考えた消費生活ができるように学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境
などについて生活を主体的に営むために必要な基礎的な理
解とそれに係る技能を身につけることができている。（考
査・実習・提出物）

思考力・判断力
・表現力

生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構
築し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づい
て論理的に表現することができる。
（プレゼンテーション・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

家庭基礎 ２単位

選択必履修

使用教材
図説家庭基礎（実教出版）

図説家庭基礎　学習ノート(実教出版）
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各科目シラバス

選択番号 609110101（１年）
609110102（２年） 科目名 単位数

履修年次
1・２年次

(継続） 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

・日頃から家庭生活に関心を持ちましょう。
・学習したことを自分のものにするためにも、家庭内の仕事に積極的に取り組みま
しょう。
・新聞やニュースを視聴することにより、現在の家庭生活に関する課題を知り、そ
れを解決するためにはどうすればよいか、考える習慣をつけましょう。

①家庭・家族の意義、男女が協力して家庭をつくっていくことを学びます。
②子どもの発達と、親・社会の役割の大切さについて学びます。
③高齢者を支える家族や社会の役割を学びます。
④健康を維持するための食生活の大切さを学びます。
⑤衣生活と住生活における健康と安全について学びます。
⑥資源や環境に配慮した、考えた消費生活ができるように学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

家族・家庭と社会との関わりに関心をもち、男女が協力し
て家庭を築くために必要な知識と技術を身に着けている。
（考査・実習・レポート）

思考力・判断力
・表現力

自分や家族の生活を振り返り、家族が抱える問題点と改善
点について考え、まとめたり、発表したりすることができ
る。（グループ活動・プレゼンテーション・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣生活において現在の家
族の生活をより良くしていこうとする意欲を持ち、必要な
知識や技術を身につけている。
（実習・グループ活動・レポート）

使用教材
家庭総合（実教出版）

家庭総合　学習ノート（実教出版）

「家庭基礎」と「家庭総合」のどちらかの選択になります。「家庭総合」は、１・
２年の２年間履修することになります。
　次に該当する人は選択するようにしてください。
〇保育士や幼稚園教諭を将来目指している人。
〇調理師やパティシエなど将来調理とかかわる職業を考えている人。
〇まだ明確ではないが、将来調理関係や子どもとかかわる仕事など家庭科に関係あ
ることから進路を考えたいと思っている人。

進路対応
【補足】

家庭総合 1・２年次各２単位

選択必履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 609120103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○

授業概要

学習のア
ドバイス

生活の質の向上のために、生活の中に課題を見つけ、周囲
の人と協働して解決に向けて取り組むことができる。（授
業中の様子・提出物）

マナーについては、日ごろから授業で学んだことを繰り返し、実践していくことが
大切です。
①敬語を使って、話す習慣をつける。
②美しい姿勢を保とうと意識をもつ。
③授業で学んだことは継続して実践していく。

社会人としてのマナーと家庭生活の中で知っておきたいマナーについて、実習を通
して学習します。主に、就職を希望する人が３年次に選択するのが望ましいです。

進路対応
【補足】

実習を通して、次のような内容を学習していきます。
①礼儀作法
②テーブルマナー
③正しい言葉遣い
④手紙の書き方
⑤訪問・贈り物のマナー

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
日常生活の中で知っておきたい一般常識を理解し、生活を
より豊かにするために日常生活で学習内容を実践すること
ができる。（考査・演習）

思考力・判断力
・表現力

社会人として責任をもつことの大切さや、身だしなみの意
味と装いの基本を理解し、日常生活において活かすことが
できる。（授業中の様子・提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

暮らしとマナー 2単位

選択履修

使用教材
なし

最新版　楽しく学べるマナーの基本　（教育図書）
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７ 各科目シラバス

選択番号 610100101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・この授業は実習中心に進めていきます。先生の指示に従って実習を行ってください。
・キーボードを見ないで入力（タッチメソッド）できるように心がけてください。
・現代の社会は、コンピュータだけでなく色々な端末（スマートフォン等）を使用して
　ネットワークに参加しています。その中で起こっている長所と短所・問題点を意識し
　て自分の行動と照らし合わせて、授業に参加してください。
・情報処理検定問題集を用いながら、共通テスト対策も行います。

・Word・Excel・PowerPointの基本的な操作。
・コンピュータでのデジタル表現　　　　　　　・モデル化
・情報社会における法規と制度　　　　　　　　・シミュレーション
・情報セキュリティ　　　　　　　　　　　　　・ネットワークの仕組み
・情報デザインと表現の工夫　　　　　　　　　・問題解決
・コンテンツの制作
・情報の表し方
・アルゴリズムと基本構造
・プログラムの基礎・応用

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

ワードやエクセル・パワーポイントを使用して文書や表やグラフ
を作成することができる。（授業での課題制作）
アルゴリズムを理解し、簡単なプログラミングができる。（実
習）

思考力・判断力
・表現力

情報モラルを踏まえて、思考を深め、課題の解決方法を適切に判
断することができる。（定期考査）
パワーポイントでの作品等を作成する場合、どこに着眼点を置い
ているか。（表現）

主体的に学習に取り組
む態度

情報及び情報技術を活用し、自ら進んで課題を解決しようと取り
組むことができる。（授業での課題発表）

使用教材

図説　情報Ⅰ（実教出版）
30時間でﾏｽﾀｰ　OFFICE201９（実教出版）
令和４年度版　全商情報処理検定　模擬試験問題集３級　（実教出版）
令和４年度版　ビジネス文書実務検定模擬試験問題集3級（実教出版）

必履修科目です。共通テストの1分野になります。２年後を見据え技術的なことだ
けでなく、講義も重要です。

進路対応
【補足】

情報Ⅰ ２単位

情報 必履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612100102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

農業に常に関心をもち、主体的に実習に取り組もうとする
とともに、実践的な態度が身についている。（授業中の態
度・提出物）

　「農業と環境」の授業は、実習と講義が半々の授業となります。実習にあたって
は教科書に書かれたそれぞれの実習教材の特徴を覚えることと同時に、実習をいか
に「誠実に」・「正確に」・「素早く」終わらせるか、常に考え行動してくださ
い。無駄な動きを省き、効率よく仕事を進める能力は、農業分野のみならず、全て
の仕事において必要とされる能力です。また、講義では様々な専門用語が登場しま
す。早く慣れるためにも、予習をしておいてください。
①実習で扱う植物について、事前に教科書をよく読み、予習をしてください。
②基礎的な実習中心の授業です。普段から体調をよく整えてください。
③実習中はただ作業をするのではなく、常に効率を考えて行動してください。
④「観察」が最も重要なキーワードです。四季を通じてよく観察しましょう。

・農業及び農業を取り巻く様々な環境についての基礎を学習する科目です。
・各種農業を体験しながらその基礎と考え方、また、農業を学ぶ姿勢を育成しま
す。
・本校で開講される農業関連科目の基礎科目であるため、「野菜」、「草花」、
「果樹」、「作物」などを履修する予定の人はこの科目を履修しておくことを強く
希望します。
・農業の簡単な体験と概要を知りたい人は、この科目を履修すればその基礎を学ぶ
ことができます。

進路対応
【補足】農業系学部、農業系公務員を目指す場合、必ず履修してください。
将来、農業系の仕事、または農業技術が必要とされる仕事に従事する予定の人で、
興味のある人は履修してください。

・農業高校で全ての生徒が必ず学習する、農業生産に関わる科目の基礎科目となり
ます。
・「野菜」、「草花」、「果樹」、「作物」、「畜産」で扱う教材を用いて、簡単
な管理方法とその生態の基礎について学びます。
・農業を取り巻く環境とその評価方法の概要を学習します。
・将来、農業に関連した進学・就職を希望する場合は、必ず履修してください。
①花･野菜の播種、定植調査、観察
②水田実習、調査、観察
③調査データの加工、分析、発表

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
農業と環境の分野に関する基礎的・基本的な技術を身につ
け、農業に関する諸活動を合理的に計画し、その技術を適
切に活用することができる。（実習・生産物等）

思考力・判断力
・表現力

農業に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、農業に
携わる者として適切に判断し、創意工夫しながら実習する
ことができる。（授業中の態度・生産物）

主体的に学習に取り組
む態度

農業と環境 ４単位

生物資源 選択履修

使用教材
農業と環境　新訂版（実教）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 612140102（２年）
612140103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

　「作物」の授業は、実習中心の授業となります。教科書に書かれたそれぞれの作
物の特性を覚えることと同時に、実習をいかに「誠実に」・「正確に」・「素早
く」終わらせるか、常に考え行動してください。無駄な動きを省き、効率よく仕事
を進める能力は農業分野のみならず、全ての仕事において必要とされる能力です。
また、この授業では観察力を主に養います。自分が観察するイネに対し、責任を
持ってデータを収集してください。
①実習で扱う植物について、事前に教科書をよく読み、予習をしてください。
②実習中心の授業です。普段から体調をよく整えてください。
③実習中は様々なものを観察し、季節の移り変わりを楽しんでください。

①稲作の基礎的栽培技術を学ぶ。
②イネの一生を観察・記録し、データの科学的な検証方法を学ぶ。
③イネを取り巻く文化的な背景を学習し、日本人と稲作の深いつながりについて学
ぶ。
④水田裏作・転作作物としての作物の栽培技術を学ぶ。（ﾄｳﾓﾛｺｼ･ﾀﾞｲｽﾞ･ｻﾂﾏｲﾓ等）
⑤福岡県育成品種「元気つくし」の播種から収穫・販売技術を学ぶ。
⑥「元気つくし」の育成経緯と、福岡県の取り組みについて学ぶ。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
作物の利用に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求す
ることができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

作物の利用の諸課題を現在の視点から考察する事が出来
る。（授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

作物の利用に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求す
ることができる。（実習態度）

使用教材
作物（実教）

なし

　作物は、人間にとって主食となる植物を学習する科目です。中心教材としてイネ
を用います。イネの栽培期間に、週一回の観察・記録を行い、データの収集・整
理・考察を通して植物の生長を科学的に検証する基礎的な知識･技術を学びます。
また、イネを取り巻く文化的な環境にも目を向け、米の重要性を考えていきます。
その他、露地栽培による作物を栽培し、それらの基礎的な栽培技術を身につけるこ
とができます。
①イネを週1回観察・記録し、その生長を科学的に検証します。
②水田裏作･転作作物として、他の作物の基礎的栽培技術を身につけることができ
ます。
③実習を通して、仕事の段取り力を身につけることができます。

進路対応
【補足】農業系の学部を目指す場合は、必ず履修してください。将来、農業系の仕
事、または農業技術が必要とされる仕事に従事する予定の人で、興味のある人は履
修してください。

作物 2単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612150102（２年）
612150103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○   ○

授業概要

学習のア
ドバイス

野菜の利用に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求す
ることができる。（実習態度）

　「野菜」の授業は、実習中心の授業となります。教科書に書かれたそれぞれの野
菜の特性を覚えることと同時に、実習をいかに「誠実に」・「正確に」・「素早
く」終わらせるか、常に考え行動してください。無駄な動きを省き、効率よく仕事
を進める能力は農業分野のみならず、全ての仕事において必要とされる能力です。
①実習で扱う植物について、事前に教科書をよく読み、予習をしてください。
②実習中心の授業です。普段から体調をよく整えてください。

　福岡県内の農業生産額の大部分を野菜・花卉（かき）等の園芸作物が占めていま
す。特に福岡県の主力品種であるイチゴ「あまおう」の生産量は他の野菜と比較し
てもダントツの生産量を誇っています。「野菜」の授業ではイチゴ栽培を中心に
し、それ以外の露地・施設野菜の生産技術の基礎を学習します。
①露地や施設を利用した野菜生産の基礎を身につけることができます。
②県内で最も生産量の多い「イチゴ（あまおう）」を中心教材として学習します。
③実習を通して、仕事の段取り力を身につけることができます。

進路対応
【補足】農業系の学部等を目指す場合には必ず履修してください。
将来、農業系の仕事、または農業技術が必要とされる仕事（医療系・保育系）に従
事する予定の人で、興味のある人は履修してください。

①露地野菜の基礎的栽培技術を学ぶ。（播種･定植･収穫）
（ｽｲｰﾄｺｰﾝ･ｴﾀﾞﾏﾒ･ﾋﾟｰﾏﾝ･ﾅｽ･ｷｬﾍﾞﾂ･ﾀﾞｲｺﾝ･ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ等）
②施設野菜の基礎的栽培技術を学ぶ。（ﾄﾏﾄ･ﾋﾟｰﾏﾝ･ﾅｽ･ｷｭｳﾘ･ｲﾁｺﾞ等）
③福岡県育成品種「あまおう」の育苗から収穫・販売技術を学ぶ。
④「あまおう」の育成経緯と、福岡県の取り組みについて学ぶ。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
野菜に関する基礎的・基本的な知識・技術を身につけ適切
に活用出来る。（考査）

思考力・判断力
・表現力

野菜の利用の諸課題を現在の視点から考察する事が出来
る。（授業中の態度）

主体的に学習に取り組
む態度

野菜 2単位

生物資源 選択履修

使用教材
野菜（実教）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 612160102（２年）
612160103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○  ○

授業概要

学習のア
ドバイス

　「果樹」の授業は、講義中心の授業となりますが、その時々に応じた管理実習が
最も大切な授業と位置付けています。教科書に書かれたそれぞれの果樹の特性を覚
えることと同時に、実習をいかに「誠実に」・「正確に」・「素早く」終わらせる
か、常に考え行動してください。無駄な動きを省き、効率よく仕事を進める能力は
農業分野のみならず、全ての仕事において必要とされる能力です。
①実習で扱う植物について、事前に教科書をよく読み、予習をしてください。
②実習中心の授業です。普段から体調をよく整えてください。

①落葉果樹、常緑果樹の基礎的栽培技術を学ぶ。
（ﾓﾓ･ｽﾓﾓ･ｳﾒ･ｳﾝｼｭｳﾐｶﾝ･ｷｳｲ･ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ等）
②果樹園の基礎的管理技術を学ぶ。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
果樹栽培について、基礎的・基本的な知識・技術を身につ
け、果樹の意義や役割を理解することができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

果樹栽培について、課題の解決を目指して思考を深め、実
習を行う。（授業中の態度）

主体的に学習に取り組
む態度

果樹に常に関心をもち、主体的に実習に取り組もうとする
とともに、実践的な態度が身に付ける。（実習態度）

使用教材
果樹（実教）

なし

　果物の中でも「木になる」植物を学習する授業です。福岡県の農業生産額の大部
分は園芸作物が占めており、温州蜜柑（ウンシュウミカン）を代表として、様々な
果物が生産されています。「果樹」の授業では落葉果樹としてモモ、常緑果樹とし
て柑橘類（ミカン類）を中心に学習し、果樹園芸における基礎的な知識・技術を身
につけます。
①露地を利用した果樹生産と、果樹園管理方法の基礎を身につけることができま
す。
②「モモ」「ミカン類」を中心教材として学習します。
③実習を通して、仕事の段取り力を身につけることができます。

進路対応
【補足】農業系の学部を目指す場合は履修してください。将来、農業系の仕事、ま
たは農業技術が必要とされる場合がある仕事（医療系・保育系）に従事する予定の
人で、興味のある人は履修してください。

果樹 2単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612170102（２年）
612170103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○    ○

授業概要

学習のア
ドバイス

草花に常に関心をもち主体的に実習に取り組もうとすると
ともに、実践的な態度が身についている。（実習態度）

　「草花」の授業は、実習中心の授業となります。教科書に書かれたそれぞれの草
花の特性を覚えることと同時に、実習をいかに「誠実に」・「正確に」・「素早
く」終わらせるか、常に考え行動してください。無駄な動きを省き、効率よく仕事
を進める能力は農業分野のみならず、全ての仕事において必要とされる能力です。
①実習で扱う植物について、事前に教科書をよく読み、予習をしてください。
②実習中心の授業です。普段から体調をよく整えてください。
③周辺地域を飾る草花を生産します。誇りと責任を持って実習に取り組みましょ
う。

　福岡県内の農業生産額の大部分を野菜・花卉（かき）等の園芸作物が占めてお
り、筑後地区は、日本有数のキクの産地でもあります。授業では、ドーム菊の挿し
木から開花を中心教材として用い、鉢物生産の基礎技術を学習します。また、春・
秋には周辺学校に花苗の販売を行い、周辺地域の環境美化に貢献しています。
①苗物、鉢物生産を主体とした花卉栽培技術の基礎を学習します。
②和洋に適したドーム菊を中心教材として学習します。
③実習を通して、仕事の段取り力を身につけることができます。
④自分たちで生産した花苗を周辺地域に販売し、地域の環境美化に貢献します。

進路対応
【補足】農業系の学部を目指す場合は、必ず履修してください。将来、農業系の仕
事、または農業技術が必要とされる仕事（医療系・保育系）に従事する予定の人
で、興味のある人は履修してください。

①培養土の準備から、繁殖、栽培、販売・流通までの基礎を学習します。
(腐葉土作成・培養土準備・種子繁殖・栄養繁殖・コンテナガーデン作成・花苗の販
売等)
②施設栽培の基礎的技術を学ぶ。
(ドーム菊・ｻﾙﾋﾞｱ・ﾍﾟﾁｭﾆｱ・ﾒﾗﾝﾎﾟﾃﾞｭｳﾑ・ﾊﾟﾝｼﾞｰ・ﾋﾞｵﾗ・ﾉｰｽﾎﾟｰﾙ等)

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
草花栽培について、基礎的・基本的な知識を身につけ、草
花の意義や役割を理解することができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

草花に常に関心をもち主体的に実習に取り組もうとすると
ともに、実践的な態度が身についている。（授業中の態
度）

主体的に学習に取り組
む態度

草花 2単位

生物資源 選択履修

使用教材
草花（実教出版）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 612210102（２年）
612210103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○  ○

授業概要

学習のア
ドバイス

　農業を取り巻く幅広い分野から経営に関する事柄について学びます。教科書を中
心として講義を行いますが、新聞・テレビ等のメディアも活用します。
①専門用語が多いため、教科書は事前に読んでください。自分で調べる習慣をつけ
ましょう。
②新聞・テレビ等のメディアを積極的に活用し、常に問題意識を持ち、幅広い知識
を身につけてください。

　農業経営の設計と管理に必要な基礎的知識と技術（簿記・パソコン技術等）の習
得、コスト管理とマーケティングの必要性を理解し、経営管理の改善を図る能力と
態度を学びます。
①農業の動向と農業経営
②農業経営の管理
③農業経営の情報
④農業経営の会計
⑤農業経営の診断と設計
⑥農業経営の実践

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
農業経営に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、作物
の育成に関する諸活動を合理的に計画しその技術を適切に
活用することができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

農業経営の諸課題を現在の視点から考察することができ
る。（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

農業経営に関する関心と課題意識を高め、意欲的に追求す
ることができる。（授業中の活動・提出物）

使用教材
　農業経営（実教出版）

　なし

　農業経営の実態と日本や世界の経営方法を学習します。農業関連産業への進路を
考えている人は選択してください。

進路対応
【補足】農業系の学部を目指す場合は履修してください。将来、農業系の仕事に従
事する予定の人は履修してください。
【注意】商業科の科目ではありません。商業系の進路には対応していません。

農業経営 2単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612230102（２年）
612230103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（農） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

バイオテクノロジーに関心をもち、主体的に実験に取り組
もうとするとともに、実践的な態度が身についている。
（授業中の態度・レポート）

○植物組織の培養など通して、生物学・栽培の技術について学びます。
○生き物から学ぶ楽しさやすばらしさを体験しましょう。
○常に課題意識を持ち、それを解決するよう学習を進めていきましょう。
○観察や記録の重要性を認識しましょう。

○栄養・食品・調理等の分野への進路希望者は受講することが望ましい。
○農業の分野を学習しようとする人は選択してください。
○植物を培養することを通して生物を深く学びます。
○生物の分野を深く学習しようとする人は選択してください。

進路対応 【補足】　農学部への推薦入学を目指す場合、履修をおすすめします。将来、農業系の大学
へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位となります。必要な単位数は大学や学
部、および入試年度によって違いますので、自分でよく調べてください。

○実験などの学習を通して、生物工学関係の技術について学びます。
○体験的、継続的な学習により、植物への理解が深まります。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
各実験について、基礎的・基本的な知識を身につけ、バイ
オ技術を理解することができる。（定期考査・研究発表）

思考力・判断力
・表現力

実験の課題を目指して思考を深め、実験を行うために適切
に判断し、創意工夫しながら実験ができる。（授業中の態
度・培養物）

主体的に学習に取り組
む態度

植物バイオテクノロジー ２単位

生物資源 選択履修

使用教材
植物バイオテクノロジー(実教出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 612240102（２年）
612240103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○  ○

授業概要

学習のア
ドバイス

○食品の加工について基本的な知識・技術について学びます。
○食品加工から学ぶ楽しさを体験しましょう。
○日頃から「食」に目を向ける習慣をつけましょう。
○常に課題意識を持ち、それを解決するよう学習を進めていきましょう。

○加工品の製造を通して、食に関する基礎的な知識について学びます。
○体験的・継続的な学習により、食品に対する考え方が分かります。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
食品製造の分野に関する基礎的・基本的な知識・技術を身
につけ、農業に関する諸活動を合理的に計画し、その技術
を適切に活用することができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

製造実習の各工程において、製造者として適切に判断し、
創意工夫しながら製造することができる。（授業中の態
度・製造作品）

主体的に学習に取り組
む態度

製造実習に関心を持ち、主体的に取り組もうとするととも
に実践的な態度が身についている。（実習態度）

使用教材
食品製造（実教出版）

なし

○栄養・食品・調理等の分野への進路を希望するものは受講が望ましい。
○２年時に「食品化学」を受講したものが選択することが原則です。
○食品分野の学習が必要な人は選択してください。

進路対応
【補足】
○農学部系の大学へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位となりま
す。
○必要な単位数は大学や学部によって違いますので、自分でよく調べてください。

食品製造 ４単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612250102（２年）
612250103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○  ○

授業概要

学習のア
ドバイス

食品化学に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求する
ことができる。（実習態度）

○食品化学について学びます。
○日頃から「食」について科学的に目を向ける習慣をつけましょう。
○常に課題意識を持ち、それを解決するよう学習を進めていきましょう。

○食品・栄養・調理関係に進路を求める人は受講することが望ましい。
○３年次で「食品製造」を受講しようと希望するものはこの単位の履修後が望まし
い。
○これから食品の分野を学習しようとする人は選択してください。

進路対応
【補足】農学部系の大学へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位とな
ります。必要な単位数は大学や学部によって違いますので、自分でよく調べてくだ
さい。

○食品を科学的にとらえる姿勢を養います。
○基本的な「化学」の内容も含みます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
食品に関する基礎的・基本的な知識・技術を身につけ農業
に関する諸活動を計画し活用出来る。（考査）

思考力・判断力
・表現力

食品の諸課題を現在の視点から考察することが出来る。
（授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

食品化学 ２単位

生物資源 選択履修

使用教材
食品化学（実教出版）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 612260102（２年）
612260103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（農） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○   ○

授業概要

学習のア
ドバイス

○微生物などの培養を通して、無菌操作の技術について学びます。
○生物から学ぶ楽しさや素晴らしさを体験しましょう。
○日頃から自然環境の変化に目を向ける習慣をつけましょう。
○常に課題意識を持ち、それを解決するように学習をしましょう。
○観察や記録の重要性を認識しましょう。

○微生物の培養について学び、基本的な無菌操作の技術・知識を修得します。
○体験的、継続的な学習により、農業の見方や考え方が分かるようになります。
○これから農業の分野を学習しようとする人は選択してください。
○食品・栄養・調理関係の進路を考えている人も、衛生学的に必要な学習ができ
　ます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
微生物の分野に関する基礎的・基本的な知識・技術を身に
つけ適切に活用出来る。（考査）

思考力・判断力
・表現力

微生物の利用の諸課題を現在の視点から考察する事が出来
る。（授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

微生物の利用に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求
することができる。（実習態度）

使用教材
食品微生物　（実教出版）

なし
○農業や食品の分野を学習しようとする人は選択してください。
○食品・栄養・調理関係に進路を求める人は受講することをおすすめします。

進路対応
【補足】
○農学部へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位となります。
○必要な単位数は大学や学部によって違いますので、よく調べてください。

食品微生物 2単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612380102（２年）
612380103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎      

授業概要

学習のア
ドバイス

生物の活用について課題の解決を目指して思考を深め、創
意工夫しながら実習ができる。（実習態度）

　現代社会では、生活環境は悪化の一途をたどり、孤独やストレスに悩まされ、人
間性の荒廃が問題となってきています。このような問題を背景として、「癒し」、
「生きがい」などを求めるためには、動植物との関わりが効果的ではないかと考え
られてきています。この授業では農業技術の習得も大切ですが、それ以上に社会生
活をどのようにすれば充実させることができるのかを考えてください。
①新聞等で社会問題になっていることをよく読み、問題意識を持ちましょう。
②実習で扱う植物について事前に調べ、予習をしてください。
③実習中心の授業です。普段から体調をよく整えてください。
④実習中はただ作業をするのではなく、常に効率を考えて行動してください。
⑤実習は自分のためにやるのではなく、人を幸せにするために勉強していることを
常に意識してください。

　園芸療法を中心に考え、常に誰かの補助・指導をしながら農業を楽しませる人材
育成を目指して学習します。その中で基本的な野菜･花の栽培方法や、その他農産
物の加工方法について学習します。
・農業系の大学へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位となります。
・医療福祉系・保育系の進路を考えている人は、生物の活用方法の基礎を学び、将
来に生かすことができます。
・野菜や草花の栽培を通して、豊かで潤いのある生活実現の方法を学習します。

進路対応 【補足】農業系の学部や公務員を目指す場合には、農業の補助的な学習内容となり
ます。将来、園芸療法や花壇・農場の手入れなど、農業技術が必要とされる仕事
（医療系・保育系）に従事する予定の人で、興味がある人は履修してください。

①園芸の活用と効果（園芸療法について）
②野菜・草花の栽培と活用
③農産物の加工について
④動物の活用（講義のみ）

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
栽培等の分野に関する基礎的・基本的な知識・技術を身に
つけ農業に関する活動を計画し活用出来る。（考査）

思考力・判断力
・表現力

生物に関心をもち、主体的に実習に取り組もうとするとと
もに、実践的な態度が身についている。（授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

生物活用 2単位

生物資源 選択履修

使用教材
生物活用（農文協）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 612390102（２年）
612390103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（農） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ 〇 〇

授業概要

学習のア
ドバイス

○作物や園芸作物の管理などを通して、栽培の技術について学びます。
○地域資源の魅力と価値を知り、学ぶ楽しさやすばらしさを体験しましょう。
○日頃から自然や栽培作物の変化に目を向ける習慣をつけましょう。
○地域資源を活用する課題意識を持ち、それを解決するよう学習を進めていきま
しょう。
○観察や記録の重要性を認識しましょう。

○地域資源の活用について学習を深めます。
○体験的、継続的な学習により農業の考え方が分かります。
○地域と連携した進路を考えている人はマーケティングとブランド
　づくりやサービスなども学習します。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
地域資源の活用について体系的・系統的に理解することが
出来る。（定期考査・小テスト・提出物）

思考力・判断力
・表現力

地域資源活用の諸課題を現在の視点から考察することが出
来る。（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

地域資源に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求する
ことができる。（授業中の活動・提出物）

使用教材
地域資源活用（実教）

○農業の分野を学習しようとする人は選択してください。
○農業関係及び農業関連産業に進路を求める人は受講することをおすすめします。

進路対応 【補足】　農学部への推薦入学、農業系公務員を目指す場合、履修をおすすめします。農業
系の大学へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位となります。必要な単位数は
大学や学部、および入試年度によって違いますので、自分でよく調べてください。

地域資源活用 2単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612400102（２年）
612400103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

製造実習に関心を持ち、主体的に取り組もうとするととも
に実践的な態度が身についている。（実習態度）

○パンの製造を通して、食品について学びます。
○食品を学ぶ楽しさや素晴らしさを体験しましょう。
○常に課題意識を持ち、それを解決するよう学習を進めていきましょう。
○観察や記録の重要性を認識しましょう。

○食品・栄養・調理関係に進路を希望する人の受講をおすすめします。
○２年次に「微生物利用」を履修した者が受講することが望ましい。

進路対応 【補足】農学部の推薦入試を目指す場合、農業科目とは見なされない場合があ
ります。注意が必要です。必要な単位数は大学や学部、及び入試年度に
よって違いますので、自分でよく調べてください。

○実習などの学習を通して、パン製造の技術について学びます。
○体験的・継続的な学習により、パン製造への理解が深まります。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

パンの製造に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、製
造技術を理解する。また、その技術を適切に活用すること
ができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

パン製造の各工程において、製造者として適切に判断し創
意工夫しながら製造することができる。（授業中の態度・
製造作品）

主体的に学習に取り組
む態度

パン職人の技 ２単位

生物資源 選択履修

使用教材
おいしさのコツが一目でわかる基本のパン（成美堂）

なし

82



７ 各科目シラバス

選択番号 612410102（２年）
612410103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

○動物に触れることが大切です。実習も取り入れますので、積極的に取り組んでく
ださい。
○日頃疑問に思っていることも、授業の中で積極的に質問してください。

○犬とは（犬の起源、骨格と動き、頭脳と心、犬種、行動）
○猫とは（猫の起源、骨格と動き、頭脳と心、猫の種類、行動）

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
ペットの育成に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、
ペットの育成に関する諸活動を合理的に計画し、その技術
を適切に活用することができる。（考査）

思考力・判断力
・表現力

ペットに関する諸課題を現在の視点から考察することがで
きる。（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

ペットにかかわる関心と課題意識を高め意欲的に追及する
ことができる。（授業中の活動・提出物）

使用教材
ブルース・フォーグル博士のわかりやすい「犬学」

なし
○この授業は、犬や猫の体の基本的なしくみ、世界で飼われている主要品種、犬た
ちや猫たちの特別な生態や行動、私たちが彼らと暮らすときの知恵、犬や猫がかか
りやすい主な病気などについて理解します。
○犬や猫の種類や歴史、身体的・性格的な特徴、問題行動の対処方法などを理解し
ます。
○動物の世話が好きであると同時に、将来、動物関連産業（ペットトリマー、犬の
訓練士、ペットショツプなど）への進路を考えている人は選択してください。

進路対応
【補足】農学部の推薦入試を希望しようとする場合、大学が認める単位とならない
場合があるので注意が必要です。

ペット動物 ２単位

生物資源 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 612420102（２年）
612420103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ △   

授業概要

学習のア
ドバイス

有機農業に関する関心と課題意識を高め意欲的に追求する
ことができる。（授業中の活動・提出物）

　
実習を通して、有機農業を体験します。有機農業を求める声が多い中、なぜ日本の農業全て
が農薬や化学肥料を使用しているのか実感し考えてみましょう。
・畑にまめに足を運び、野菜や害虫、天敵、雑草などいろいろな生き物をよく観察すること
が、有機農業を行う上でとても大切なこととなります。
・有機農業は完成されたものではありません。いろいろと試してみましょう。
・有機肥料と化学肥料、自然農薬と化学農薬の違いなどを理解しましょう。
・授業で学習した内容を、自宅で栽培実験してみるのもよいでしょう。

・農業を通して環境問題の重要性を学ぶとともに、有機農業の基本を学びます。
・野菜、草花を栽培しながら、農業の基本的な知識や技術を体験的に学習します。
・社会生活や家庭生活で発生する生ゴミ、家畜の排泄物等の利用を考え、自然に還元するこ
との大切さを学習します。
・農学部系の大学へ進学したい人は、推薦入学における農業科目の単位となります。

進路対応
【補足】　農学部、農業系公務員を目指す場合、農業の補助的な学習内容となります。
将来、農業系の仕事、または農業技術が必要とされる仕事（医療系・保育系）に従事する予
定の人で、興味のある人は履修してください。

①現代農業の発展経過について
②有機農業生活が求められている現代社会の実態について
③有機農業とは何か
④夏野菜の栽培（通常栽培と有機栽培）
⑤冬野菜の栽培（通常栽培と有機栽培）
⑥堆肥づくり

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
有機農業について基本的な事柄を日本の現状や生産量の変
化等と関連づけながら理解することが出来る。（定期考
査・小テスト・提出物）

思考力・判断力
・表現力

有機農業の諸課題を現在の視点から考察することが出来
る。（授業中の活動・発表・レポート・定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

有機農業生活 2単位

生物資源 選択履修

使用教材
スローでたのしい有機農業コツの科学（七つ森書館）
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７ 各科目シラバス

選択番号 614130102（２年）
614130103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ◎ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　積極的に学ぶために、日頃から経済社会について興味、関心をもって生活するよ
う心掛けることが大切です。

①ビジネスとコミュニケーション
②ビジネスマナー
③ビジネスにおける思考の方法とコミュニケーション
④ビジネスと外国語
⑤ワープロの基礎知識、文字の入出力
⑥Ｗｏｒｄの基本的な操作
⑦ビジネス文書の作成

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
ビジネスにおけるコミュニケーションについて実務に即し
て体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身
に付ける。（定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションをはじめとしたさまざまな知識、技術などを
活用し、ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を発
見するとともに、コミュニケーションが企業活動に及ぼす影響を
踏まえ、科学的な根拠に基づいて工夫してよりよく解決する。
（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して自ら学び、
ビジネスにおいてコミュニケーションを図ることに主体的
かつ協働的に取り組む。（活動・提出物）

使用教材

　高校卒業後、就職を考えている人に適しています。職業人として必要な豊かな人
間性、他者とコミュニケーションを図り協働する力などを身に付けます。また、ビ
ジネス文書実務検定１級の取得を目指している生徒は、選択してください。

進路対応
【補足】
　誰もがいずれ社会人となるので、進学を考えている人も選択することができます。特に、
経済学部や商学部などの大学を希望している人には適しています。

ビジネス･コミュニケーション ４単位

ビジネス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 614140102（２年）
614140103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ △ ○ △ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

ビジネスの諸活動について主体的に学習し、その改善・向
上を目指して取り組み、実践的な態度を身につけることが
できる。（定期考査・提出物）

①全商商業経済検定で２級を取得することができます。全商商業経済検定マーケ
　ティング部門に合格すると、日商リテールマーケティング検定において、科目
　免除の条件のひとつになります。
②日常の様々な事柄は、すべてマーケティングによって説明できます。日々の
　ニュースに興味を持ちましょう。

選択者の条件としては、次の通りとします。
①国公立大学や私立大学でマーケティングを学びたいと考えている者。
②現代社会で起こっている事象の成り立ちを学びたいと考えている者。
③全商商業経済検定２級マーケティング部門を取得したいと考えている者。

進路対応
【補足】

①現代社会とマーケティング
②マーケティングのプロセス
③市場調査について
④消費者の購買行動について
⑤商品計画について
⑥価格政策について
⑦チャネルについて
⑧プロモーションについて

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
商業の各分野に関する基礎的・基本的技術を身につけビジ
ネスの諸活動を総合的に計画し、その技術を適切に活用す
ることができる。（定期考査）

思考力・判断力
・表現力

ビジネスの諸活動に関する諸課題の解決を目指して思考を
深め、適切に判断し、表現する創造的な能力を身につける
ことができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

マーケティング 2単位

ビジネス 選択履修

使用教材

マーケティング　新訂版　　　（実教出版）

令和4年度版　全商商業経済検定模擬試験問題集１・２級（実教出版）
マーケティング　新訂版問題集（実教出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 614160103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

〇 〇

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・身近な地域での観光スポットなどに興味を持ち、どのようにビジネス展開でき
　るか、考えてみてください。
・旅行のテレビ番組、CMなどをよく観察してください。
・時刻表が読めるようにしてください。

・観光の発達史・現況
・文化と観光
・観光産業と観光経営
・宿泊観光ビジネス
・ニューツーリズムの誕生と新しい観光ビジネス

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
　観光の基礎的・基本的な用語や知識を理解し、教科書
の用語や文章を理解できる。（授業での課題制作）

思考力・判断力
・表現力

　課題の解決方法をビジネスの視点から、適切に判断す
ることができる。（授業での課題制作）
   課題を解決する際にどこに着眼点をおいているか。（表
現）

主体的に学習に取り組
む態度

　課題を自ら進んで、知識を活用し、解決しようと取り組
むことができる。（授業での課題発表）

使用教材

次の人が対象となります。
①観光やサービス業に興味のある人
②将来、旅行業界、鉄道業界に就職を考えている人

進路対応
【補足】観光系の専門学校に進学を希望する人

観光ビジネス ２単位

ビジネス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 614180102（２年）
614180103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び、
グローバル化する経済社会におけるビジネスに主体的かつ
協働的に取り組む。（活動・提出物）

　日頃から経済社会について興味、関心をもち、新聞、放送、インターネットなど
を活用して、グローバル化の動向や世界の情勢などの情報を収集するよう心掛ける
ことが大切です。

　４年制大学進学希望者で、経済学部や商学部を志望している人や、経済に興味が
ある人に適しています。

進路対応
【補足】

①経済のグローバル化と日本
②市場と経済
③グローバル化の動向・課題
④企業活動のグローバル化

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
経済のグローバル化について実務に即して体系的・系統的
に理解する。（定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

経済のグローバル化への対応に関する課題を発見し、ビジ
ネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解
決する。（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

グローバル経済 2単位

ビジネス 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 614190103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ △ ○ △

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・新聞やニュースを見る習慣をつけましょう。
・社会の出来事に関心を持つようにしましょう。
・法律用語をしっかりと覚えましょう。
・テレビの法律相談などの番組を見ることも、法律を身近なものとして、捉えるこ
とができるようになります。
・検定合格を目標としている人は、教科書をしっかり読み、繰り返し問題集で学習
してください。

・経済生活における法の知識
・財産権
・企業と法の関係
・社会生活（労働や家族）と法の関係

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
商業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、
ビジネスの諸活動を合理的に計画し、その技術を適切に活
用することができる。（定期考査、提出物）

思考力・判断力
・表現力

ビジネスの諸活動の諸課題の解決を目指して思考を深め、
ビジネスに携わる者として、適切に判断し、表現する創造
的な能力を身につけることができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

ビジネスの諸活動に関心を持ち、その改善・向上を目指し
て主体的に取り組もうとするとともに、実践的な態度を身
につけることができる。（提出物）

使用教材

全商商業経済検定の受験を考えている人は選択してください。卒業後、日商リテー
ルマーケティング検定３級を考えている人は、「マーケティング」の科目を選択し
たら、受験に有利になります。

進路対応
【補足】

ビジネス法規 ２単位

ビジネス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 614200101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ 　
　

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

ビジネスの諸活動に関心を持ち、改善・向上を目指し主体
的に取り組み、実践的な態度を身につけることができる。
（定期考査・提出物）

①自分自身が商店や会社の経営者になったつもりで物事を考えてください。
②どうすれば商店や会社が利益を上げるのかをよく考えることによって簿記が面
　白くなっていくと思います。
③計算用具（電卓や算盤）を常に持参し、線を引くときは定規と赤ペンを使用し
　ます。

選択者の条件としては、次の通りとします。
①４年制大学（文系の中でも特に商学部や経済学部）の進学希望者で、ＡＯや推
　薦入試で受験する者
②就職希望者で事務系を希望する者
③簿記の知識を身につけたい者

進路対応
【補足】次年度で原価計算、財務会計Ⅰを選択履修し、全商簿記実務検定１級又は
日商簿記検定２級を取得するための基礎科目となります。

授業は講義形式で進め、練習問題を解いていきます。
①簿記の基礎
②資産・負債・資本と貸借対照表
③収益・費用と損益計算書
④取引の記帳
⑤決算
⑥帳簿と伝票

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
商業の各分野に関する基礎的。基本的な技術を身につけ、
ビジネスの意義や役割を理解し、その技術を適切に活用す
ることができる。（定期考査）

思考力・判断力
・表現力

ビジネスの諸活動の解決を目指して思考を深め、適切に判
断し、表現する創造的な能力を身につけることができる。
（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

簿記 ２単位

ビジネス 選択履修

使用教材

新簿記　新訂版　（実教出版）

最新段階式　簿記検定問題集　全商３級　改訂版　（実教出版）
令和4年度版　全商簿記実務検定　模擬試験問題集３級（実教出版）

90



７ 各科目シラバス

選択番号 614210102 科目名 単位数

履修年次 2年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ △ ◎ △ ◎ 〇

授業概要

学習のア
ドバイス

①２月に日商簿記検定２級の取得を目指して授業を進めるので、授業進度が早
　い。休まないこと。
②お互いに教え合うことが多いので、積極性を持って授業に臨むこと。

①財務会計の基礎
②貸借対照表について
③損益計算書について
④財務諸表活用の基礎
⑤連結財務諸表について

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

財務諸表の作成に関する基礎的・基本的な知識・技能を身
につけ，財務会計の意義や制度について理解し、ビジネス
の諸活動を計数的に把握し，的確に処理することができ
る。(定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

いろいろな処理法や記帳法，財務諸表の作成方法につい
て，自ら思考を深め，基礎的・基本的な知識と技術を活用
して適切に判断し，創意工夫する能力を身につけている。
（活動・提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

財務会計に関心を持ち，その知識と技術の習得を目指して
意欲的に取り組むとともに，ビジネスの諸活動を計数的に
把握する実践的な態度を身につけている。
（活動・提出物）

使用教材

新財務会計Ⅰ　新訂版　（実教出版）

最新段階式　簿記検定問題集　全商１級会計　改訂版（実教出版）
令和４年度版全商簿記実務検定模擬試験問題集１級会計（実教出版）

選択者の条件としては、次の通りとします。
①国公立大学や私立大学の商業高校枠受験を考えている者。
②金融機関や一般企業の事務職を希望している者。
③日商簿記検定２級及び全商簿記実務検定１級の取得を希望している者。
④１年次に簿記を履修した者。
⑤原価計算とセットで履修する者。

進路対応
【補足】

財務会計Ⅰ 4単位

ビジネス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 614220103 科目名 単位数

履修年次 3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ △ ◎ △ △ △

授業概要

学習のア
ドバイス

①6月までは日商簿記検定２級の対策を行います。
②お互いに教え合うことが多いので、積極性を持って授業に臨むこと。

選択者の条件としては、次の通りとします。
①国公立大学や私立大学の商業高校枠受験を考えている者。
②金融機関や一般企業の事務職を希望している者。
③日商簿記検定２級及び全商簿記検定１級の取得を希望している者。
④１年次に簿記を履修した者。
⑤２年次に「財務会計Ⅰ」と「原価計算」をセットで履修した者。

進路対応
【補足】

・現代の会計がどう変化しているか
・企業のグループ化と会計の関係
・税と関係の関係
・コンピュータを利用した会計

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

商業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、
ビジネスの諸活動を合理的に計画し、その技術を適切に活
用することができる。（定期考査、提出物）

思考力・判断力
・表現力

ビジネスの諸活動に関する諸課題の解決を目指して思考を
深め、基礎的・基本的な知識と技術を基に、ビジネスの諸
活動に携わる者として、適切に判断し、表現する創造的な
能力を身につけることができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む

態度

財務会計Ⅱ 4単位

ビジネス 選択履修

ビジネスの諸活動に関する諸活動について関心を持ち、そ
の改善・向上を目指して主体的に取り組もうとするととも
に、実践的な態度を身につけることができる。
（提出物）

使用教材
財務会計Ⅱ（実教出版）

2022年度版　日商簿記検定模擬試験問題集２級　商業簿記・工業簿記（実教出版）

92



７ 各科目シラバス

選択番号 614230102 科目名 単位数

履修年次 2年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ △ ◎ △ 〇

授業概要

学習のア
ドバイス

各種の原価計算の方法や記帳法，原価情報の活用につい
て，自ら思考を深め，基礎的・基本的な知識と技術を活用
して適切に判断し，表現する能力を身につけている。（活
動・提出物）

①2月に日商簿記検定２級の取得を目指して授業を進めるので、授業進度が早
　い。休まないこと。
②お互いに教え合うことが多いので、積極性を持って授業に臨むこと。

原価計算 4単位

ビジネス 選択履修

使用教材

原価計算　新訂版　（実教出版）

最新段階式　簿記検定問題集　全商１級原価計算　改訂版　（実教出版）
令和４年度版全商簿記実務検定模擬試験問題集１級原価計算（実教出版）

選択者の条件としては、次の通りとします。
①国公立大学や私立大学の商業高校枠受験を考えている者。
②金融機関や一般企業の事務職を希望している者。
③日商簿記検定２級及び全商簿記実務検定１級の取得を希望している者。
④１年次に簿記を履修した者。
⑤「財務会計Ⅰ」とセットで履修する者。

進路対応

主体的に学習に取り組
む態度

製造業の原価計算と工業簿記に関心を持ち，その知識と技
術の習得を目指して意欲的に取り組むとともに，原価計算
から得られる情報を活用する態度を身につけている。(活
動・提出物）

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

【補足】

①原価計算の基礎
②原価の費目別計算・部門別計算・製品別計算
③製品の完成・販売と決算
④原価情報の活用

製造業における原価計算と工業簿記に関する基礎的・基本
的な知識・技術を身につけ，原価計算の基本的な仕組み及
び工業簿記の基本構造について理解している。
(定期考査・提出物)

思考力・判断力
・表現力
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７ 各科目シラバス

選択番号 614250102（２年）
614250103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ 　 ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①全商情報処理検定模擬試験問題集を中心に学習し、９月と１月に行われる全商
　情報処理検定検定１・２級を受験できる能力を身につけます。
②技術を習得するだけでなく、どのように活用できるかを考えながらします。
③ソフトウェアの操作については、基本を一つ一つ確認し、練習問題を着実に解
　くようにしましょう。
④検定前やテスト前は、パソコン室などを使って自習を行いましょう。
⑤先生から言われたことだけをやるのではなく、自ら積極的に練習問題などを解
　いていきましょう。自ら考え解いていくことは大切なことです。

授業はパソコン実習形式で進め、筆記試験対策では座学を行います。
①ハードウェア・ソフトウェアに関する知識
②通信ネットワークに関する知識
③情報モラルとセキュリティに関する知識
④表計算ソフトの活用
⑤データベースソフトウェアの活用
⑥実技例題
⑦実技問題

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　情報処理の意義や役割を理解し、基礎的基本的な知識を
身に付け、問題解決に活用できる。（定期考査）また、情
報を適切に処理する技能を身に付け、パソコン機能を適切
に活用できる。（提出物）

思考力・判断力
・表現力

   ビジネスの諸活動に関する諸課題の解決を目指して思考
を深め、基礎的・基本的な知識と技術を基に、ビジネスの
諸活動に携わる者として、適切に判断し、表現する創造的
な能力を身につけることができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

   ビジネスの諸活動に関する諸活動について関心を持ち、
その改善・向上を目指して主体的に取り組もうとするとと
もに、実践的な態度を身につけることができる。（提出
物）

使用教材
情報処理　新訂版　（東京法令出版）

全商情報処理検定試験模擬問題集　2022ビジネス情報編　１・２級　（とうほう）

選択者の条件としては、次の通りとします。
①就職希望者で、事務職を希望する者
②４年制大学・短大の進学希望者で商業科の推薦枠で受験する者
③情報処理の知識・実技を身につけたい者

進路対応
【補足】
全商情報処理検定ビジネス情報部門１級　２級の受験は９月と１月になります。
受験料は、１級１，80０円、　２級１，50０円です。

情報処理 ４単位

ビジネス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 614300102（２年）
614300103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ △ ○ △

授業概要

学習のア
ドバイス

ビジネスの諸活動の学習に主体的に取り組むとともに、実
践的な態度を身につけることができる。（定期考査・提出
物）

①全商ビジネス文書実務検定、全商ビジネス計算実務検定の資格を取得することが
できます。
②実習が中心の科目ですので、自ら積極的に取り組んでください。
③キータッチは根気強さが必要です。毎日コツコツ指を動かす練習をしてくださ
い。

選択者の条件としては、次の通りとします。
①全商ビジネス文書実務検定、全商ビジネス計算実務検定の資格を取得したい者
②就職を希望する者

進路対応
【補足】

ワープロ、電卓の実習を中心に行います。
①キータイピング練習
②電卓の機能を利用した普通計算（乗算、除算、見取算、伝票算）
③電卓の機能を利用したビジネス計算
④全商ビジネス文書実務検定、全商珠算・電卓実務検定対策

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識・技術を身に
つけ、ビジネスの意義や役割を理解することができる。
（定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

ビジネス活動に関する課題解決を目指し、思考を深め、ビ
ジネスの諸活動に携わる者として、適切に判断し、表現す
る能力を身につけることができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

ＯＡ事務 2単位

ビジネス 選択履修

使用教材
なし

令和4年度全商ビジネス計算実務検定模擬試験問題集１級・２級・３級（実教出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 614310102（２年）
614310103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・3年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習の
アドバイ

ス

①リテールマーケティング検定試験問題集を中心に学習し、７月と２月に行われる
日商リテールマーケティング検定３級を受験できる能力を身につけます。
②日頃から、経済やビジネス・法律のことに関心を持ち、百貨店や専門店の応対・
店の雰囲気などをよく観察しましょう。
③服装や言葉遣い・立ち振る舞いなどの自分の行動も良くなるように心掛けましょ
う。

授業は講義形式で進め、練習問題を解いていきます。
①小売業の類型
②マーチャンダイジング
③ストアオペレーション
④マーケティング
⑤販売・経営管理

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
商業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、
ビジネスの諸活動を合理的に計画し、その技術を適切に活
用することができる。（定期考査、提出物）

思考力・判断力
・表現力

ビジネスに関する諸課題の解決を目指して思考を深め、ビ
ジネスに携わる者として、適切に判断し、表現する創造的
な能力を身につけることができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む態度

ビジネスの諸活動について関心を持ち、その改善・向上を
目指して主体的に取り組もうとするとともに、実践的な態
度を身につけることができる。（提出物）

使用教材
なし

選択者の条件としては、次の通りとします。
①就職希望者で、販売職を希望する者
②将来、起業を考えている者
③販売の知識を身につけたい者

進路対応 【補足】日商リテールマーケティング検定３級の受験は７月と２月になります。受験料は、
３級４，２００円、２級５，７７０円です。
令和３年度よりインターネット受験になっています。

リテールマーケティング ２単位

ビジネス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 614320102（２年）
614320103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△ △ ○ △

授業概要

学習のア
ドバイス

ビジネスの諸活動について関心を持ち、その改善・向上を
目指して主体的に取り組もうとするとともに、実践的な態
度を身につけることができる。（提出物）

①秘書技能検定３級（６月・１１月・２月）を取得できます。
②日頃から社会の動きに注意し、新聞やニュースを見る習慣をつけましょう。
③電話応対やお茶の入れ方など、すぐにでも実践できることは、家庭でも取り組み
　ましょう。

選択者の条件としては、次の通りとします。
①秘書技能検定３級を取得したいと考えている者
②ビジネス社会における基本的なマナーを身につけたい者

進路対応
【補足】

秘書技能検定３級対策
①必要とされる資質
②職務知識
③一般知識
④マナー・接遇
⑤技能

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
商業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身につけ、
ビジネスの諸活動を合理的に計画し、その技術を適切に活
用することができる。（定期考査、提出物）

思考力・判断力
・表現力

ビジネスの諸課題の解決を目指して思考を深め、ビジネス
の諸活動に携わる者として、適切に判断し、表現する創造
的な能力を身につけることができる。（活動）

主体的に学習に取り組
む

態度

秘書入門 ２単位

ビジネス 選択履修

使用教材
なし

秘書検定　３級　集中講義　改訂版　（早稲田教育出版）　
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７ 各科目シラバス

選択番号 616140103 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・日頃から子どもを取り巻く問題に関心を持ち、新聞やニュースを視聴する習慣を
つけましょう。
・相手の立場にたって物事を考え、積極的にコミュニケーションをとる習慣を身に
つけましょう。
・校外のボランティア活動に積極的に参加しましょう。

子どもの成長について基礎的な知識を学習します。
①子どものからだや心の発達
②子どもの生活～子どもの生活習慣の形成について～
③子どもの文化～子どもの遊びと表現活動～
※長期休業中に保育所等での実習を予定しています。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

子どもの発達、子どもの生活習慣、子どもの文化につい
て、基礎的な知識を理解するとともに、関連する技術を身
につけている。（定期考査・ワークシート・実技テスト・
作品）

思考力・判断力
・表現力

子どもを取り巻く課題を発見し、解決を目指して思考を深
め適切に判断し創意工夫し、表現することができる。
（発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

子どもに関する関心と課題意識を高め、主体的かつ協働的
に取り組むことができる。（授業中の活動・提出物）

使用教材

選択の条件としては、次の通りとします。
①将来、保育士・幼稚園教諭などの職業を希望している。
②子どもとかかわる仕事を希望しているため、保育についての知識や技術を身につ
けたいと考えている。

進路対応
【補足】

保育基礎 ２単位

選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 616190102（２年）
616190103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

衣生活の充実向上を目指して自ら学び、ファッション造形
に主体的かつ協働的に取り組んでいる。（授業中の様子）

①洋服の素材・構成に興味を持ち、理解する。
②手縫い・ミシン操作に関して、基礎基本をしっかり身につけていく。
③型紙作成・印しつけ・裁断を丁寧に行なうことで作品の出来栄えが変わります。
丁寧な作業を心がけましょう。

被服製作等の実習を中心とした授業です。次のような人への選択を薦めます。
①洋服の製作に関する基礎的・基本的な知識と技術を学びたい人
②服飾関係の大学・短大や専門学校への進学を考えている人

進路対応
【補足】

①洋服の構成と被服材料について
②被服製作（日常着として着用できる服の製作）

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
被服の構成、被服材料の種類や特徴、被服製作などについ
て体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身
につけている。（小テスト・提出物）

思考力・判断力
・表現力

被服製作やデザインに関する課題を発見し、合理的かつ創
造的に解決することができる。
（授業中の様子・提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

ファッション造形基礎 2単位

選択履修

使用教材
ファッション造形基礎（実教出版）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 616210102（２年）
616210102（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

①社会のファッションの動向を常に意識する。
②技術の習得を必要とするデザイン画等は、繰り返し書く練習をする。
③色彩感覚を身につける練習をする。
④積極的に行動し、意欲的にいろいろな分野のファッションに興味をもつ。

①ファッションデザインの基礎（形態・色彩・素材等について）演習
②ファッションの歴史について
③ファッション画による表現演習
④Tシャツリメイク実習

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

ファッションデザインの基礎、発想や表現の方法などにつ
いて体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を
身につけている。（考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

ファッションデザインに関する課題を見出し、合理的・か
つ創造的に解決することができる。（提出物・授業の様
子）

主体的に学習に取り組
む態度

ファッションに関する課題に対して自ら学び、ファッショ
ンの創造的なデザインに主体的に取り組むことができる。
（授業中の様子）

使用教材
ファッションデザイン（実教出版）

配色カード158a （日本色研事業）　Work paper  （日本色研）

演習・実習を中心とした授業です。次のような人への選択を薦めます。
①ファッションデザイン画を描いて、自分のイメージするファッションを表現した
い人
②ファッションデザインの基礎である、色彩・歴史について学びたい人
③服飾関係の大学・短大・専門学校への進学を考えている人

進路対応
【補足】

ファッションデザイン 2単位

選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 616230103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

自分や家族の食生活を見直し、健康的な食生活営むために
必要な食品の知識や技術を積極的に学ぶ意欲がある。
（授業中の様子）

・日頃から「食」に対して興味をもち、食材の旬や利用の仕方に目を向けておきま
しょう。
・積極的に実習に参加し、さらに家庭で繰り返すことによって、確かな調理技術を
身につけましょう。
・食生活を楽しく豊かにするために、食卓の整え方にも関心を持ちましょう。

将来、栄養士や調理師・パティシエを希望するために、栄養と食品についての知
識・技術を身につけたいと考えている。

進路対応
【補足】

①栄養や食品に関する基礎的な知識を学習します。
②健康で豊かな食生活を営むための食事の在り方について考えます。
③和洋中の基本的な調理技術を身につけるとともに、食卓マナーについて学習しま
す。
④食卓の整え方について学習します。
⑤いろいろな食品についての調査研究を行い、それをまとめて発表する技術を身に
つけます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

科学と文化・安全と環境に配慮した食生活に関心をもち、
健康的な食生活に必要な知識と技術を身に着けている。
（考査・小テスト）

思考力・判断力
・表現力

栄養、食品、調理及び食品衛生などについて、課題を見い
だし、その解決を目指して思考を深め、適切に判断し表現
することができる。（授業中の様子・提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

フードデザイン ２単位

選択履修

使用教材
フードデザイン ＣＯＯＫＩＮＧ ＆ ＡＲＲＡＮＧＥＭＥＮＴ（教育図書）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 617100103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①日頃から生命の尊さについて真剣に考えてください。
②基本的な看護技術については、繰り返し練習をしてください。
③１日看護体験等には積極的に参加しましょう。
④日頃からニュースや新聞を視聴する習慣をつけ、社会(医療関係)の動きに注意を
向けましょう。
⑤日頃から多くの人と会話をし、周囲の人の小さな変化にも気付くことができるよ
うコミュニケーション能力を高めましょう。
⑥この科目では、言われたことだけをやるのではなく、自分から進んで知識を身に
付け、自分の頭で考える習慣をつけましょう。

①看護の意義と役割
②生命倫理や看護の倫理
③日常生活の援助の必要性と方法についての演習
④体温・脈拍・血圧・呼吸などのバイタルサイン
⑤基本的な処置の方法
⑥看護活動の展開

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

看護の各分野に関する基礎的・基本的な知識・技術を身に
つけ、その技術を適切に活用することができる。（定期考
査・小テスト・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

看護に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、適切に
判断し創意工夫し、表現することができる。
 （発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

看護に関する関心と課題意識を高め、主体的かつ協働的に
に取り組むことができる。
 （授業中の活動・提出物）

使用教材
基礎看護（教育出版）

生活と福祉　準拠　学習ノート

①この科目は、介護職員初任者研修の必修科目ではありません。
②この科目では、看護の意義と保健・医療・福祉における看護の役割を理解し、日
常生活の援助及び診療における看護に関する基礎的な知識と技術を学び、看護を適
切に行う能力と態度を習得することができます。
③この科目を学習することによって、看護職者の心構えや業務内容、基本的な看護
技術について学ぶことができ、将来、看護・医療系を目指している場合は、選択す
ることが望ましい。

進路対応
【補足】

基礎看護 ２単位

福祉サービス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 618170103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△

授業概要

学習のア
ドバイス

アクセスを使用して、システムの構築について思考する。
（活動・提出物）

　Excelにもデータベース機能がありますが、Accessとの違いを比較しながら実習
を行ってください。皆さんの周りにもデータベースを活用されている場面が様々あ
ります。それらを見つけてみてください。また、日常生活において Accessを活用
したら、情報を効率的に活用できるか考えながら実習を行うと、より知識が深まり
ます。

　データベースソフトＡccessを使用し実習しますが、Excelと比較すると少し難易
度が高いソフトといえます。将来、大量（１，０００件以上）のデータを扱う人に
は役に立つ講座です。

進路対応
【補足】情報系の専門学校に進学する人

・データベースシステムについて
・Ａccessの基本的な操作
・データベースの設計とデータ操作
・データベースシステムの設計・操作・運用及び保守

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知識
及びＳＱＬを理解している。アクセスを使用してデータ
ベース作成することができる。(定期考査・提出物）

思考力・判断力
・表現力

課題の解決方法を情報モラルを踏まえて、思考を深め、適
切に判断できる。（活動・提出物）

主体的に学習に取り組
む態度

データベース 4単位

情報 選択履修

使用教材
データベース（実教出版）

30時間でマスター　Access２０１３（実教出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 618180102（２年）
618180103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△

授業概要

学習のア
ドバイス

・身の回りに存在するポスターや看板について、デザインや色の使い方を観察し
　てみましょう。
・普段使用している物のデザインなどを観察してみましょう。
・買い物に行って目を引いた商品のデザインや色の使い方について、詳しく観察
　してみましょう。

・Word、PowerPointを使用したデザイン作成
・イラストレータの基本操作
・イラストレータを使用したデザイン作成
・情報デザインの基礎
・情報デザインの表現
・情報デザインの実際

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知
識を理解している。（定期考査）
ピクトグラムやポスターを作成することができる。（技
術）

思考力・判断力
・表現力

　課題の解決方法を情報モラルを踏まえて、思考を深め、
適切に判断することができる。（定期考査）
課題を作成する場合にどこに着眼点を置いているか。（表
現）

主体的に学習に取り組
む態度

　課題を自ら進んで情報及び情報技術を活用し、解決しよ
うと取り組むことができる。（授業での課題発表）

使用教材
情報デザイン（実教出版）

なし

　コンピュータを使用したデザイン作成に興味のある人や情報デザイン系の専門学
校に進学する人は選択してください。実習においてコンピュータを使用して簡単な
デザインを行いますので、イラストを描くことが苦手ではない人が選択してくださ
い。

進路対応
【補足】情報系の専門学校に進学する人

情報デザイン 2単位

情報 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 618220102（２年）
618220103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

△

授業概要

学習の
アドバイ

ス

　課題を自ら進んで、情報及び情報技術を活用し、解決し
ようと取り組むことができる。（授業での課題発表）

・毎回、課題の提出（作品製作）があります。授業中に一生懸命実習に取り組ん
　でください。
・CGを使用した映画やテレビ、CMなどをよく観察してください。
・日常の人物や物、風景などの動きを注意深く観察してください。
・ポスター等の色の使い方やデザインなど参考になるものを観察してください。

次の人が対象となります。
①コンピュータグラフィックに興味のある人
②情報系（コンピュータグラフィック）の専門学校に進学を希望する人
注意
・プログラムを学習します。
・実習を進めるにあたり、数学の基礎知識は必要です。

進路対応
【補足】情報系（コンピュータグラフィック）の専門学校に進学を希望する人

・コンピュータデザインの基礎
・図形と画像
・静止画と動画
・アニメーションの基礎・制作

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

　ＰＯＶ－Ｒａｙを活用するための基礎的・基本的なプロ
グラミング知識を理解し、立体的な画像やアニメーション
を作成することができる。（授業での課題制作）

思考力・判断力
・表現力

　課題の解決方法を情報モラルを踏まえて、思考を深め、
適切に判断することができる。（授業での課題制作）
   課題を制作する際にどこに着眼点をおいているか。（表
現）

主体的に学習に取り組
む態度

３Dとアニメーション ２単位

情報 選択履修

使用教材
なし

 POV-RAYによる３次元CG制作　－モデリングからアニメーションまで－（画像情報教育振興協会）
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７ 各科目シラバス

選択番号 618230103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

〇

授業概要

学習の
アドバイ

ス

・適宜、課題の提出（作品製作）があります。授業中に一生懸命実習に取り組ん
　でください。
・様々なWebサイトをよく観察してください。
・日常の様々な画像や店舗でのPOPアートを注意深く観察してください。
・ポスターや広告、チラシ等の色の使い方やデザインなど参考になるものを観察
   してください。

・Webサイト制作の基礎
・HTMLの基礎
・CSSの基礎
・Webサイトの制作
・JａｖａＳｃｒｉｐｔの使用例

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
　Ｗｅｂサイトを制作するための基礎的・基本的なプログ
ラミングを理解し、簡単なＷｅｂサイトを作成することが
できる。（授業での課題制作）

思考力・判断力
・表現力

　課題の解決方法をアルゴリズムを踏まえて、思考を深
め、適切に判断することができる。（授業での課題制作）
   課題を制作する際にどこに着眼点をおいているか。（表
現）

主体的に学習に取り組
む態度

　課題を自ら進んで、情報及び情報技術を活用し、解決し
ようと取り組むことができる。（授業での課題発表）

使用教材
なし

３０時間でマスターWeｂデザイン　ＨＴＭＬ５＆ＣＳＳ３（実教出版）

次の人が対象となります。
①Ｗｅｂページ作成に興味のある人
②情報系の専門学校に進学を希望する人
注意
・プログラムを学習します。
・実習を進めるにあたり、プログラミングや英語の基礎知識は必要です。

進路対応
【補足】情報系の専門学校に進学を希望する人

Webクリエイト ２単位

情報 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 619100103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

社会福祉に関する関心と課題意識を高め、その解決
に向けて主体的かつ協働的に取り組むことができ
る。 （授業中の活動・提出物）

①日頃から社会福祉の動きに目を向け、新聞やニュースを毎日視聴
する習慣をつけましょう。
②常に相手の立場に立って物事を考え、相手を理解しようとする習
慣を身につけましょう。
③日頃から全ての人が幸せに生活できる社会の実現を目指すため
に、自分には何ができるかを考えてください。

①この科目は、介護職員初任者研修の必修科目ではありません。将
来、福祉・保育・介護系の大学・短大・専門学校を目指している生
徒は選択することが望ましい。
②この科目では、社会福祉の知識・サービスを学び、将来、福祉・
保育・介護のスペシャリストとして必要な専門性の基礎・基本を身
につけることができます。

進路対応
【補足】

　社会福祉に関する基礎的な知識を習得し、人間としての尊厳の認識を深
め、社会福祉の向上を図る能力と態度を身につける内容です。
①社会福祉の理念と意義
②人間関係とコミュニケーション
③社会福祉思想の流れと福祉社会への展望
④生活を支える社会保障制度

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

社会福祉の各分野に関する基礎的・基本的な知識を
身につけ、その技術を適切に活用することができ
る。（定期考査・小テスト・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

社会福祉に関する諸課題の解決を目指して思考を深
め、適切に判断し創意工夫し、発表することができ
る。（発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

社会福祉基礎 2単位

福祉サービス 選択履修

使用教材
社会福祉基礎（実教出版）

社会福祉基礎 準拠　学習ノート（実教出版）
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７ 各科目シラバス

選択番号 619110102（２年）
619110103（３年） 科目名 単位数

履修年次
２・3年次
（継続） 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①利用者の立場に立って考え、常によりよい介護を目指すために、高齢者や障がい
者の方々と積極的にコミュニケーションを図りましょう。
②介護を取り巻く状況や介護福祉サービス、専門職の制度化など、普段から社会の
動きに関心を向けてください。

　介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護の意義と役割を理解し、介
護を適切に行う能力と態度を身につける内容です。
①介護の意義と役割
②介護福祉の担い手
③介護を必要とする人の理解と介護
④介護における安全確保と危機管理

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

介護を行う上での基本的な知識・考え方を理解するととも
に、その技術を活用することができる。（定期考査・小テ
スト・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

介護に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、その成
果を創意工夫して表現することができる。（発表・レポー
ト）

主体的に学習に取り組
む態度

介護に関する諸問題に関心を持ち、よりよい介護を目指し
て主体的かつ協働的に取り組むことができる。（授業中の
活動・提出物）

使用教材
介護福祉基礎（実教出版）

介護福祉基礎　準拠　学習ノート　（実教出版）

①介護職員初任者研修を希望する生徒は、必ず選択して下さい。
②介護の考え方について理解し、介護を必要とする人を生活の観点から捉え、介護
を適切に行う能力と態度を身につけることができます。
③この科目を履修することにより、介護職員初任者研修の認定に必要な項目を学習
し、将来の介護のスペシャリストとして必要な専門性の基礎・基本を身につけるこ
とができます。

進路対応
【補足】

介護福祉基礎 4単位

福祉サービス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 619120103 科目名 単位数

履修年次 ３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ 〇

授業概要

学習のア
ドバイス

対人援助の基本であるコミュニケーションについて興味や
関心を持ち、主体的かつ協働的に取り組むことができる。
（授業中の活動、提出物）

①個別的な援助、集団および家族への援助、地域を基盤とした援助を学ぶために、
常に周囲の人の生活に気を配り、ボランティアなどに参加することにより、実態を
把握するようにしましょう。
②日頃から、たくさんの人と積極的にコミュニケーションを図りましょう。

　この科目を学習することによって、コミュニケーションの基本である傾聴や共感
について理解を深め、言語的かつ非言語コミュニケーション能力を高めることがで
きます。ただし、この科目は、介護職員初任者研修の必修科目ではありません。

進路対応
【補足】

（１）介護を必要とする人を理解するための基本的なコミュニケーションの技法を
学びます。
（２）保険・医療・福祉など他職種協議におけるコミュニケーションの在り方を扱
い、チームケアのためのコミュニケーションの重要性を学習します。
①介護におけるコミュニケーション
②サービス利用者や家族とのコミュニケーション
③介護におけるチームのコミュニケーション

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
コミュニケーションの基本的な知識や技術について学び、
状況に応じたコミュニケーションを使った対応をすること
ができる。（定期考査・小テスト・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションに関する諸問題の解決を目指して自ら
の思考を深め、適切に判断し、的確に自己表現できる能力
を身につけることができる。（発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

コミュニケーション技術 ２単位

福祉サービス 選択履修

使用教材
コミュニケーション技術（実教出版）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 619130102（２年）
619130103（３年） 科目名 単位数

履修年次
２・３年次
（継続） 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ◎

授業概要

学習のア
ドバイス

①「生活支援技術」で学んだ尊厳の保持や自立支援の考え方、その
他の知識を活用できるようにし、介護観や倫理観について自分の考
えをきちんと持てるように、取り組むこと。
②サービス利用者の理解を深めるとともに、介護実践の根拠となる
介護に必要な人体の構造や機能を理解すること。

　自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解し、基礎
的な介護の知識と技術を習得し、様々な介護場面において適切かつ
安全に支援できる能力と態度を学習します。
①生活支援の理解
②自立に向けた生活支援技術
③終末期・緊急時の介護

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

対人援助に関する基礎的・基本的な知識・技術を身につ
け、その技術を適切に活用することができる。
（定期考査・小テスト・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

介護に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、その成
果を創意工夫して表現することができる。
 （発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

自立生活を支援するために、課題意識を深め、その解決の
ために主体的かつ協働的に取り組むことができる。
（授業中の活動・提出物）

使用教材
生活支援技術（実教出版）

なし

①介護職員初任者研修を希望する生徒は、必ず選択してください。
②自立を尊重した生活を支援するための介護に関する知識と技術を学び、
様々な介護場面において適切な介護技術を用いて、安全に支援できる能力
と態度を学びます。

進路対応
【補足】

生活支援技術 2年次(4単位),
3年次(2単位)

福祉サービス 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 619170102（２年）
619170103（３年） 科目名 単位数

履修年次
２・３年次
（継続） 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

介護を実践する際に必要な心と体について、課題意識を深
め、その理解のために主体的かつ協働的に取り組むことが
できる。（授業中の活動・提出物）

①この科目では、言われたことだけを行うのではなく、自分から進んで知識を身に
つけ、自分の頭で考える習慣を身につけましょう。
②介護実践に必要な知識について、サービス利用者やその家族を含めた環境にも留
意する視点を持ちましょう。

①介護職員初任者研修を希望する生徒は、必ず選択してください。
②この科目を学習することによって、介護を実践するために必要なこころ
とからだについて基礎的な知識を習得することができます。
③介護実践の根拠となる心理、人体の構造と機能、発達と老化、認知症及
び障害に関する基礎的な知識を学習します。
④看護・医療系を希望する生徒は、選択することが望ましい。

進路対応
【補足】

　自立生活を支援するために必要なこころとからだの基礎的な知識を学び、介護実
践に適切に活用できる能力を学習します。
①こころとからだの基礎的理解
②生活支援に必要なこころとからだのしくみの理解
③発達と老化の理解
④認知症の理解
⑤障がいの理解

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

こころとからだの基礎的な知識を理解するとともに、介護
実践に適切に活用することができる。
（定期考査・小テスト・ワークシート）

思考力・判断力
・表現力

介護に関する諸課題の解決を目指して思考を深め、その成
果を適切に表現することができる。
 （発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

こころとからだの理解 2・3年次各2単位

福祉サービス 選択履修

使用教材
こころとからだの理解（実教出版）

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 621120102（２年）
621120103（３年） 科目名 単位数

履修年次 2・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

   この授業を通して、運動の指導者としての資質を身につけて欲しいと考えていま
す。教育現場や地域の球技大会などのイベントを主体的に企画したり指導したりで
きるようになってください。
　少なくとも一つの得意種目を見つけ、卒業後も豊かなスポーツライフを実現し、
心身の健康を保持・増進するための基礎力を学びます。

①スポーツⅡ（球技）の特性・概念・領域を理解し、実際の支援法を体系的に学び
ながら、３つの型についての練習法やスポーツ大会の計画を策定したり、実施に必
要な支援法を学びます。
②主体的に自己の課題を見つけ、その解決のための方法を学びます。また、必要に
応じて更にスキルアップできるような方策を考えます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
運動の合理的な実践を通して、勝敗を競ったり、攻防を展開した
り、表現したり、運動の特性に応じた段階的な技能を身につける
ことができる。（授業中の活動・スキルテスト）

思考力・判断力
・表現力

指導者としての立場で、課題に応じた運動を継続するための取り
組み方を工夫したり、体力を高めるための運動を継続するための
計画を工夫することができる。（授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

運動の楽しさや喜びを味わうことができるよう、公正・協力・責
任などに対する意欲を持ち、健康・安全に留意して学習に主体的
に取り組むことができる。（授業中の活動）

使用教材
なし

なし

   この授業を通して、運動の指導者としての資質を身につけて欲しいと考えていま
す。教育現場や地域の球技大会などのイベントを主体的に企画したり指導したりで
きるようになってください。
　少なくともひとつの得意種目を見つけ、卒業後も豊かなスポーツライフを実現
し、心身の健康を保持・増進するための基礎を学びます。

進路対応

スポーツⅡ 2単位

選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 623130102（２年）
623130103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ○ ◎ ○ △

授業概要

学習のア
ドバイス

主体的に考え、積極的に作品の制作や創造表現を工夫しよ
うとする態度。（授業中の態度）

・形をしっかりと描くために、モチーフをよく観察しましょう。
・初心者は物を部分的に捉えがちです。全体を把握しましょう。
・集中して作品制作に取り組みましょう。
・授業時間のみでは受験対策には不充分なので、自分でもデッサンの練習を継続し
てください。

   この科目は、造形表現の基礎となる観察力や把握力を深め、形態や空間などの的
確な表現力を高めることを目標としています。デッサンすることを通して、観察す
る能力を養います。
　美術系に進学を希望する人は、入試にデッサンが出る場合が多いので、選択した
方がよいでしょう。
　美術選択をしていなかった人でも素描を選択できます。

進路対応
【補足】美術系大学・短大の入試には必ず必要です。他にも大学の工学部建築学科
や歯科技工士の学校でも必要となります。

・ 物の形や調子を正確にとったり、造形的な成り立ちを学びます。
・ 木炭や鉛筆など道具・材料の使い方を学びます。
・ モチーフ（対象物）がもつそれぞれの物質の違い、質感と光の関係、画面の大き
さ等を考え、構図を決める方法を学びます。
・ 全体の色彩のバランスを考えることを学びます。
・ 日頃から対象物をよく観察することの大切さを学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
対象の良さや美しさを把握し、個性を活かした表現ができ
る。（授業中の活動、作品）

思考力・判断力
・表現力

自他のものの見方や感じ方の相違などを理解し、工夫して
表現しようとする。（授業中の活動、作品）

主体的に学習に取り組
む態度

素描 ２単位

選択履修

使用教材
なし

なし
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７ 各科目シラバス

選択番号 624180102（２年）
624180103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

表現力を身につけるためには、実際に英語を使ってみることです。次のようなこと
に取り組んでいきましょう。
①間違ってもいいので、積極的に英語で話したり書いたりする。
②観光英語特有の語彙・表現を覚え、ペアワーク・グループワークに積極的に取り
組む。
③分からない単語や表現などは、辞書で調べる習慣を身につける。

学習内容
①短いDialogを活用して、「話すこと（やり取り）」を身につける。
②観光英語特有の語彙・表現を絵や表、旅行パンフレット、地図の語彙・表現を
使って学習し、学習したことを活用して「聞くこと」「読むこと」「書くこと」
「話すこと（発表）」を身につける。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解を深めている。（授業中の活動・提出物・小テスト・
定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話
し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に英語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとしている。（授業中の活動・発表・
提出物）

使用教材
Travel English at Your Fingertips（成美堂）

なし

選択の条件としては、次の通りとします。
①英語を聞いて理解し、英語で対話する力を身につけたい者
②英語での活動に積極的に取り組み、英語でのコミュニケーション力を高
めたいと考えている者
③観光の場面でよく使われる英語表現を学び、海外旅行などをする際に必
要とされる英語力を身に身につけたい者

進路対応
【補足】

観光英語 2単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 624100102 科目名 単位数

履修年次 ２年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

◎ ◎ ○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話し手、書
き手に配慮しながら、主体的・自律的に英語を用いてコミュニ
ケーションを図ることができる。（授業中の活動・発表・提出
物）

この科目は、進学希望生徒にとっては、特に重要な科目になります。効果的に学習
するために、次のことを確実に行いましょう。
①予習…文法・語彙・英作文問題に関しては各自で解き、理解できなかった点を整
理しておく。
②授業…予習で理解した内容が、正しいか、授業で確認する。また、予習で理解で
きなかった点を、授業を通して理解する。
③復習…授業で学習した内容を家庭学習で振り返り、理解を深める。

選択の条件としては、次の通りとします。
①４年制大学・短期大学・看護医療系専門学校進学希望者で、受験に英語が課せら
れている者。
②英語の語彙力・表現力を向上させたい者

進路対応
【補足】授業を通して、実用英語技能検定試験などの英語の検定試験に通用する力
も高めることができます。（２級・準2級など）

①総合問題集を使って、英語の文法・長文・語彙・会話・英作文を学びます。
②英文法の問題を解き、文法力の定着を図ります。
③英語でのトピックを読むにあたり、英語の基本的な成り立ちについて学びます。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどについて
理解することができる。（授業中の活動・提出物・小テス
ト・定期考査）

思考力・判断力
・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
英語で情報や考えなどを適切に伝えることができる。（授
業中の活動、発表、提出物、小テスト、定期考査）

主体的に学習に取り組
む態度

総合英語Ⅰ ２単位

人文科学 選択履修

使用教材
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７ 各科目シラバス

選択番号 660110102（２年）
660110103（３年） 科目名 単位数

履修年次 ２・３年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

４大（文） ４大（理） 短期大学 医・看専 一般　専 一般就職 公務員

○ ○

授業概要

学習のア
ドバイス

　問題集をしっかりと解くことが大切です。そうすることで基礎的な事については
学力は伸びます。ニュースや新聞をみて、日本に限らず世界の動きをとらえるよう
にしましょう。

就職試験や職業生活に活かすために、普通教科を中心とした基礎的な演習問題を行
い、一般常識を身につけることを目指します。

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能

諸資料を有効に活用し、一般知識の習得と考え方等を理解
することができる。（定期考査）

思考力・判断力
・表現力

現代の一般知識に関わる事柄から課題を見い出し、資料か
ら読み取れることを考え・判断し・適切に表現することが
できる。（授業中の活動）

主体的に学習に取り組
む態度

現代の一般知識に関わる事柄に対する関心を高め、意欲的
に課題を追求することができる。（提出物）

使用教材
なし

なし

この科目は、高校卒業後、公務員や一般企業への就職を考えている生徒の科目で
す。就職試験に対する基礎学力を身につけたい生徒は選択してください。

進路対応
【補足】

社会教養 ２単位

人文科学 選択履修
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７ 各科目シラバス

選択番号 660100101 科目名 単位数

履修年次 １年次 設置系列 履修条件

教科書

副教材

選択の
視点

授業概要

学習のア
ドバイス

①読書
   自分の就きたい職業に関する本（「なるには本」）や、「働く」ことに関する本
（例　ニート・フリーター問題等）がたくさん出版されています。授業の中だけで
なく、日頃からも興味・関心を持って読んでみてください。
②新聞
   新聞は、社会のさまざまな問題や出来事が書いてあり、わたしたちが社会を観察
する「眼」を養ってくれます。コラム欄だけでもいいので、読む習慣を身につけま
しょう。
③テレビ
  「プロフェッショナル」（ＮＨＫ）や「ガイアの夜明け」（ＴＶＱ）など、勤労
観・職業観を高める番組は多くあります。積極的に視聴しましょう。

　 総合学科高校では、原則履修科目となっています。
　「産業社会と人間」の学習は、「産業社会における自己の在り
方・生き方について考え、社会に積極的に寄与し、生涯にわたって
学習に取り組む意欲や態度を養い、主体的な科目の選択に役立て
る」ことをねらいとしています。
  情報化・国際化・少子高齢化など、社会を取り巻く環境は大きく
変化しつつあります。私たちが、自己の能力や適性を考え、社会を
支える人材（人財）として活躍をしていくには、どうしなければな
らないのか週２単位の授業でじっくりと考えていきます。私たちが
生きていく社会とはどういうものなのかを学ぶのはもとより、自分
自身についてもじっくりと見つめていき、キャリアデザインをして
いきます。
   「産業社会と人間」は、総合学科高校では高校生活の基盤を養う
重要な科目です。しっかりと課題意識を持って学習をしてくださ
い。

①社会人講演会
②職業調べ（職業人インタビュー）
③ライフプラン作成
④科目選択ガイダンス
⑤個人面談

主な評価
の観点と
評価方法

知識・技能
健全な職業観をもち、社会に貢献することの必要性を理解
することができる。
（レポート・小テスト）

思考力・判断力
・表現力

自らの考えをまとめ・発表し・適切に伝えることできる。
（授業中の活動・発表・レポート）

主体的に学習に取り組
む態度

「産業社会と人間」に関心をもち、意欲的に問題に取り組
むことができる。
（授業中の活動・提出物）

産業社会と人間 ２単位

原則履修

使用教材
なし

なし
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教科 番号 科目名 １年次 ２年次 ３年次 教科 番号 科目名 １年次 ２年次 ３年次

601100101 現代の国語 ２ 607100101 音楽Ⅰ

601110101 言語文化 ２ 607110102 音楽Ⅱ（２年） ２

601120102 論理国語(２年） ② 607110103 音楽Ⅱ（３年） ２

601120103 論理国語（３年） ② 607120103 音楽Ⅲ ２

601130102 文学国語（２年） ② 607130101 美術Ⅰ ２

601130103 文学国語（３年） ② 607140102 美術Ⅱ(2年） ２

601140102 国語表現（２年） ② 607140102 美術Ⅱ(3年） ２

601140103 国語表現（３年） ② 607190101 書道Ⅰ

601150102 古典探究 ４ 607200102 書道Ⅱ(２年） ２

601160103 古典精読 ２ 607200103 書道Ⅱ（３年） ２

602100102 地理総合（２年） ２ 607220102 ヴォーカルアンサンブル（２年） ２

602100103 地理総合（３年） ２ 607220103 ヴォーカルアンサンブル（３年） ２

602110103 地理探究 ４ 607230103 有明の伝統工芸 ２

602120101 歴史総合 ２ 607240102 実用書道（２年） ２

602130102 日本史探究 ４ 607240103 実用書道（３年） ２

602140102 世界史探究 ４ 607250103 陶芸教室 ２

602150102 有明学（２年） ２ 607260102 漫画入門（２年） ２

602150103 有明学（３年） ２ 607260103 漫画入門（３年） ２

602160103 発展日本史 ２ 外国語 608100101 英語コミュニケーションⅠ ４

602170103 発展世界史 ２ 608110102 英語コミュニケーションⅡ ４

603100102 公共 ２ 608120103 英語コミュニケーションⅢ ４

603110103 倫理 ２ 608130102 論理・表現Ⅰ（２年） ２

603120103 政治・経済 ２ 608130103 論理・表現Ⅰ（３年） ２

604100101 数学Ⅰ ３ 608140103 論理・表現Ⅱ ２

604110102 数学Ⅱ ４ 608160102 中国語(２年） ２

604120103 数学Ⅲ ４ 608160103 中国語(３年） ２

604130101 数学Ａ（１年） ２ 608170102 ハングル（２年） ２

604130103 数学A（３年） ２ 608170103 ハングル（3年） ２

604140102 数学Ｂ ２ 609100101 家庭基礎 ２

604150103 数学C ２ 609110101 家庭総合（１年） ②

604160102 数学α ２ 609110102 家庭総合(２年） ②

604170103 数学総合Ⅰ ２ 609120103 暮らしとマナー ２

604180103 数学総合Ⅱ ２ 情報 610100101 情報Ⅰ ２

605110102 物理基礎 　　２

605120103 物理 ４

605130101 化学基礎（１年） ※　表中の数字は単位数（１週間にある授業時間数）です。

605130102 化学基礎（２年）

605140102 化学（２年） ４

605140103 化学（３年） ４ 〈補足説明〉

605150101 生物基礎（１年） ２ 　   ②や④は、２年間継続して単位を履修することを表す。

605150102 生物基礎（２年）

605160102 生物（２年） ４

605160103 生物（３年） ４

605170101 地学基礎（１年）

605170102 地学基礎（２年）   　２

605180102 地学（２年） ４

605180103 地学（３年） ４

605190103 自然と科学 ２

605200103 物質と科学 ２

605210103 生命と科学 ２

605220103 地球と科学 ２

606100101 体育（１年） ３

606100102 体育（２年） ２

606100102 体育（３年） ３

606110101 保健（１年）

606110102 保健（２年） １ １

606120102 レクリエーション（２年） ２

606120103 レクリエーション（３年） ２

家庭

公民

数学

理科

保健体育

８　科目選択コード表（令和４年度入学生用）

　　　各学科に共通する各教科・科目

国語

地理歴史

芸術
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教科 番号 科目名 １年次 ２年次 ３年次 教科 番号 科目名 １年次 ２年次 ３年次

612100102 農業と環境 ４ 616140103 保育基礎 ２

612140102 作物（２年） ２ 616190102 ファッション造形基礎（２年） ２

612140103 作物（３年） ２ 616190103 ファッション造形基礎（３年） ２

612150102 野菜（２年） ２ 616210102 ファッションデザイン（２年） ２

612150103 野菜（３年） ２ 616210103 ファッションデザイン（３年） ２

612160102 果樹（２年） ２ 616230103 フードデザイン ２

612160103 果樹（３年） ２ 看護 617100103 基礎看護 ２

612170102 草花（２年） ２ 618170103 データベース ４

612170103 草花（３年） ２ 618180102 情報デザイン（２年） ２

612210102 農業経営（２年） ２ 618180103 情報デザイン（３年） ２

612210103 農業経営（３年） ２ 618220102 ３Dとアニメーション（２年） ２

612230102 植物バイオテクノロジー（２年） ２ 618220103 ３Dとアニメーション（３年） ２

612230103 植物バイオテクノロジー（３年） ２ 618230103 Webクリエイト ２

612240102 食品製造（２年） ４ 619100103 社会福祉基礎 ２

612240103 食品製造（３年） ４ 619110102 介護福祉基礎（２年） ②

612250102 食品化学（２年） ２ 619110103 介護福祉基礎（３年） ②

612250103 食品化学（３年） ２ 619120103 コミュニケーション技術 ２

612260102 食品微生物（２年） ２ 619130102 生活支援技術（２年） ④

612260103 食品微生物（３年） ２ 619130103 生活支援技術（３年） ②

612380102 生物活用（２年） ２ 619170102 こころとからだの理解（２年） ②

612380103 生物活用（３年） ２ 619170103 こころとからだの理解(３年） ②

612390102 地域資源活用（２年） ２ 621120102 スポーツⅡ（２年）  ２

612390103 地域資源活用（３年） ２ 621120103 スポーツⅡ（３年）  ２

612400102 パン職人の技（２年） ２ 623130102 素描（２年） ２

612400103 パン職人の技（３年） ２ 623130103 素描（３年） ２

612410102 ペット動物（２年） ２ 624180102 観光英語（２年） ２

612410103 ペット動物（３年） ２ 624180103 観光英語（３年） ２

612420102 有機農業生活（２年） ２ 624100102 総合英語Ⅰ ２

612420103 有機農業生活（３年） ２ 660110102 社会教養（２年） ２

614130102 ビジネスコミュニケーション（２年） ４ 660110103 社会教養（３年） ２

614130103 ビジネスコミュニケーション（3年） ４ 626100102 総合的な探究の時間（２年） ２

614140102 マーケティング（２年） ２ 626100103 総合的な探究の時間（３年） ２

614140103 マーケティング（３年） ２ 660100101 産業社会と人間 ２

614160103 観光ビジネス ２

614180102 グローバル経済（２年） ２

614180103 グローバル経済（３年） ２ ※　表中の数字は単位数（１週間にある授業時間数）です。

614190103 ビジネス法規 ２

614200101 簿記 ２

614210102 財務会計Ⅰ ４ 〈補足説明〉

614220103 財務会計Ⅱ ４

614230102 原価計算 ４

614250102 情報処理（２年） ４ 　   ②や④は、２年間継続して単位を履修することを表す。

614250103 情報処理（３年） ４

614300102 ＯＡ事務（２年） ２

614300103 ＯＡ事務（３年） ２

614310102 リテールマーケティング（２年） ２

614310103 リテールマーケティング（３年） ２

614320102 秘書入門（２年） ２

614320103 秘書入門（３年） ２

８　科目選択コード表（令和４年度入学生用）

　　　主として専門学科において開設される各教科・科目

商業

家庭

農業

情報

福祉

体育

美術

英語

総合
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